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　　第V章
印欧諸語と語派
5．1これまで、あまり名の知られていない言語や民族についての言及は避け、例は本書の読者の
方々になじみのある、特に古典文化や西欧文化から引くことにしてきた。ギリシア人やrr・一マ人
のことは世界中でよく知られているし、ケルト入や、ゲルマン人、スラブ人といったことばを耳
にすれば、こういう名前の民族に対して民族主義的な偏冤を持っ向きもあったにしても、陶申に
浮かぶことがなきにしもあらずだろう。このような偏見を持つようになるのはたいてい就学期で
ある。19世紀以来、学校で教えられてきた歴史は民族の統一を強めることを特にその目的として
きたし、研究者の集めたデータの申から、この目的に添って、現実に対する一面的な、不正確な
見方を不可避的に植え付けるような取捨選択がなされた。例えばフランスでは「民族」にっいて
の教育でガリアとガリア人を賛美する選択が行われた。最初の民族的英雄はrs・一マのカエサルと
刃を交えたウェルキンゲトリクス｛1｝だとするのである。長い間、中等教蕎を受けられるのは基本
的にげルジョワ」に限られていたが、そこでは、歴史的現実についてより広い視野が取られ、
民族文化のラテン的な起源ももっと自由に取り入れられていた。ゲルマンの侵略者の果たした役
割が、ある種のごまかしを受けてきたことは否めない。監フランスという馨国名が彼らの一派であ
るフランク人の名に由来するにもかかわらずである。「ゲルマン」という語が意味するのは一っで
あって、トルビアック（ツユルピッピ）の戦い（2｝での敵であるアラマン（アラマンニ）人も、フ
ランク人も、岡じくゲルマン人である。この事実を忘れさせようとする操作が行われているわけ
だが、それでもヂフランク人の赤い撫」を「ゲルマン人の青い血」と敵対させるなら、無意識の
うちにであろうが、この思想操作に癒してしまうことになる。
5．2先を続ける前に、醤語あるいは民族について言及する際の前提をここで明確化しておく必要
がある。これは、教養のある方々を含めて一般の方々のこれらにっいての知識を正したり、少な
くともニュアンスを変えたりするためでもあるし、中には専門家以外には知られていないものも
含まれているからである。
5．3印欧諸語について記すのに、どのような順序を用いるのが適当であろうか。該当するすべて
の謬語をアルファベットの順序に従って列挙ずるという方法もあろうし、ラテン語とロマンス諸
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語の関係のように、問じ古代語に由来する諸言語、あるいはある時点で厳密に近親的方言であっ
たことが確実な諸言語を一まとめにしてしまうという方法もあろう。伝統的に取られているのは
後者の方法であり、ここでそれを変えるべき理由はあまり見当たらない。では、そのように決め
られた様々なグループをどのような順序で記すべきだろうか。地理的な区分に重きを置いて、各
々のグループの住人を歴史に初めて登場する地点に留めておき、東から西へ、あるいはその逆に
並べるという方法もあれば、あるいは空間よりも時問に、地理よりも歴史を重んじて配列すると
いう方法もある。後者を選ぶにしても、研究史を重んじて、言語の比較に最も古くから用いられ
てきた言語から始めることもできるし、言語自体の歴史を重んじて、より古い時代に共通の幹か
ら分かれ、より単期にアイデンティティーを獲得した言語から始めることもできる。これらの配
列の主義のうちどれを選んだらよいか、迷うのも当然である。本書では結局のところ研究史を霊
んじた配列をすることにしたが、その理由は単に、この配列にすれば、概してよく知られた言語
からあまりよく知られていない言語へという順序で進むことになるし、後に発見されたり解読さ
れたりした雷語の位置づけや分類の基準となる諸特徴が前単部で出てくるからである。
5．4最初の課題は、以下で用いる諸グループがどのように構成されるのかを知ることである。あ
らゆる研究者に受け入れられている比定や分類が存在する一方で、中には論争の対象となってい
るものもある。例えば、独立したゲルマン諮のグループを設定することに関しては何の問題もな
い。このグループ内でスカンディナヴィアあるいはノルド下位グループと、ドイツ語、オランダ
語、英語、フリジア語が含まれる西の下位グループとが区別されることにも異論はない。後者の
中ではテウトニアの言語たるドイツ語とオランダ語が英語及びフリジア語と一線を画している。
しかし、今日消滅してしまった言語、すなわち豊富な文証を持っゴート語と、文証の少ないブル
グンド語にっいては、これらのために独立した東の藍下位」グループを設定すべきか、あるいは
一部の音論的特徴を基にスカンディナヴィア下位グループに含めたものか、あるいはまた語彙の
特徴を基に西の下位グループに入れたものか、判断に迷う（3）。ゲルマン語グループのこのような特
徴の対極に「バルト・スラブ語」グループのケースがある。このうちスラブ諸語は完全なまとま
りを成すが、それらといわゆるバルト諸語との類似性が本質的に起源的同嗣性に起磁するのか、
あるいは比較的新しい接触に起因するのかよくわかっていない1‘）。
ケントゥムとサタム
5．5様々な震語の共通点と相違点を平易に記そうとするのであれば、諸々のグループと下位グルー
プを扱う必要上、印欧諸語をいわゆるケントゥム（centum）s）語とサタム（sa｛em）語に分ける伝統
的な二分割法から始めるのが得策と思われる。centumというのはフランス語のcent「100」にあ
たるラテン語の形であり、古典時代の発音はフランス語ふうのsainthomme【聖人】のような【setam］｛6｝
でも、【イタリア語ふうの墨［tgentuml｛’）でもなく、語頭は｛k｝と読まれる。　satemというのは厳密
にはsatemであるが、これは岡じ語のイランζのアヴェスタ馨語の形である。この語ζの第一音
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節2は録音性のない母音を示しており、また初源的と考えられる語頭のIk］が歯擦音s》に転じて
いるのが晃て取れる。この現象は、竃本来的に語頭が｛k】である］centと疑ラテン語のsineに起
躍するためもともと語頭が【S｝である襲sans　K“without”譲を発音の上で区別しないフランス人と
しては、全く驚くに値しないことである。しかし、ラテン語のcと書かれる［k］が、硬口蓋と呼
ばれる部位である口の中の前方で調音される母音であるiとeの前では硬口蓋化され、イタリア
語で｛t9］、スペイン語で歯問音のIP欝、フランス語で［s｝1°｝に転じている点に注意しなければなら
ない。いわゆるサタム語群においては、後続母音の如何に関わらず、原則的にすべてのIk｝が硬
目蓋化を受けるのである。ロマンス諸語の場合と全く同じように、硬口蓋化の結果は言語によっ
て異なる。ロシア語ではイラン語と同様にsだが、リトアニア語では［9］であるし、サンスクリッ
トでは硬口蓋の歯擦音、すなわちドイツIG　ichのchにあたる音になっている｛IE｝。また、閃だけ
ではなく、同じ調音点で調音される閉鎖音はすべて間様に硬口蓋化を受ける。例えば、Lat．　gnδ一
sc－6，　gn6－v－1　｛’2）「知る」のgは岡じ意味であるR　zna－t’のzに対応している。イタリア語でも購様
の撫、声音と有声音が平行的な発達をするΣ現象が観察され、cento　llOO」に晃られるように鞭
口蓋化によって無声の国は】［輯となり、gelare「凍らす」のように【［g】は］その有声音であ
る［d2］となっている。フランス語とスペイン語では、このような無声音と有声音との平行した
発達は行われていない。【フランス語の場含にはicentのように無声【の［k］】はスー音の【s｝と
なるのに、gelerのように【有声の【g｝は］シュー音の【司となる。スペイン語ではcientoのよう
に【［klは］歯間音の嗣となり、helarのように【［g】は］hすなわちゼロとなっている。
5．6　satemの発達【を生じた言語を持っ諸民族】が、特定の政治的あるいは民族的統一を持ってい
たなどと考える必要は必ずしもなかろう。独立したゲルマンのグループが想定された際にもこの
ような考えが横行したが、これは恐らく誤りである。接触をすでに失った諸種族にも、平行的な
発達がありえたはずである。しかし、以下で晃るように、地図上でのサタム諸語の配置は全く偶
然などではない。
5．7印欧諸語の中でフランス語がサタム語であるなどと言われることはない。なぜなら、ケントゥ
ムとサタムの対立は、先史時代に行われ、また時間的及び空問的にロマンス諸語を生んだプロセ
スとは全く別個のプロセスによって生じているからである。サタム語が生じたプロセスは非常に
大ざっぱに言って紀元前第三千年紀のことであろうし、ロマンス語が生じたプロセスは紀元後二
世紀のことである。また、英語のhundredに晃られるように、ゲルマン語では古いkが初期の文
献においてhで現れる｛13）が、悶様にゲルマン語もケントゥム語群の一員とみなされる。Fcome
とそれに対応するE　hom　｛’4）等も参照されたい。ついでながら、このkがhとなる変化が始まっ
たのは紀元前6世紀以降のことである。Gk．　ktinnabis、　Lat．　cannabisと呼ばれた麻がヨーロッパ
に広まったのはこの頃のことであって、ゲルマン語はかなり早期にこの語を借用し、EhempやG
Hanf等の現代の形態が示すようにkがhに転じているのである。
5．8ゲルマン語におけるkからhへの変化はラテン語やロマンス語に見られる固有名詞の形態の中
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にも痕跡をとどめている。紀元前3世紀からその存在が知られていたキンブリ族のラテン名Cimbr￥
には語頭の【k】が保たれている㈹。時代を下ると、ヘッセン人のラテン名Chattiでは帯気音の
【kh】がchで表記されていると考えられる。さらに時代を下ってメロヴィング王朝の時代には、ゲ
ルマン語の匿［kh】から転じた】［x］一一ドイツ語のachのch、あるいはスペイン語のホタ①の
音一が、Clovisに見られるように、ロマンス語の話し手によって［k］で写されていた。この音
監〔x］】は8世紀から始まるゲルマン語のテキストではhで記され、上記の人名はHluodowig（G
Ludwlg）となり、これがラテン語化されてLudovlcus、さらにフランス語でiouisに至っている（16）。
これは語頭のGだけが異なるが、書記法の上で上記のClovisと同～であって、実ec　Clouisとも書
かれた。今日でもバスク語のKoldo←LOuis）には古いロマンス語の＊Klodo一の語頭の［k］が保
たれており、この言語では語頭の子音連続が許されないため1がメタテーゼを受けている。
5．9サタムの発達はもう～つの現象と密接な関係がある。古い印欧語に唇軟口蓋音の系列が想定
されている。これは唇の丸目を伴って発音された閃及び［g】のタイプの子音であり、その醤音
的要素が子音の閉鎖が開放された後にも聞こえたと思われる。ラテン人がその無声音をquと二っ
の文字を馬いて記したのはこのためである。
5．10ラテン語を初めとするケントゥム語においては、疑問詞のquisζ何、誰薯の語頭の醤軟口蓋音
が保たれる。他方、Ik】が硬口蓋化する諸言語【：サタム語】においては、　qu（音声記号ではIkw］）
が単純化して［k］になる。この現象は上記の例語に対応するSkr．　kas鉦誰、何、どんな］やRk（to＞
【調に現れている。これと岡様の現象はロマンス語にも生じている。例えばLat．　civltatem　｛iη「都
市」のc一は硬口蓋化によってlt．　cit癒の［t§｝、　Sp．　ciudadの［p｝、　F　citeの〔s】となったが、【Lat．】
quisはIt．　chi【ki】、　Sp．　qui（en）、　F　quiとなり、いずれも［kwi】ではなく〔ki］が現れている。後
に、フランス語でaが［e］に近づき、その前で閃が硬鷺蓋化した（例えば【Lat．］c蚕rum＞c熱er働
置貴重な慧）が、それによってquも上の場合と同様に【w］を失った。こうして例えばquandは【k司働
と発音されるようになったが、他方It．　quandoとSp．　cuandoは［w｝を保存しているee》。ゲルマン
語も古い時代に唇音の要素を保った。イギリス英語のwhich【wi厨に生き残ったのが、古い［kw］の
唯一の要素である。他方、アメリカの発音ではlkw］の［k］の部分に対応する［h］が保たれてお
り、臣w醐となっている㈹。
5。斜現代世界の中でケントゥム語とサタム語の分備はかなり整然としており、ケントゥム語は西
に、サタム語は東に位置している。flOO」を例に取ると、ケルト譲では例えばlr．　c6t塵e：d｝（22｝、
Br．　kantであり、ゲルマン語ではhund一のように［k】に起因するhが語頭に現れ、またラテン語で
はcentum｛kentu司であって、これらの言語群は領域の文字通り西に位置している。ギリシア語
では（he）kat6nであって、［k］が保たれているが、今日ではこの言語の周りにあるのはアルバニア
語、セルビア語、マケドニア語、ブルガリア語といったサタム語ばかりであって、そのうち後ろ
の三っはスラブ語である。その東には、蓉1徽asを持つリトアニア語【等のバルト語】、　stoを持っ
ロシア語【等のスラブ謝、satemを持つ監アヴェスタ語等の］イラン語、　gatamを持つサンスク
37
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リット【等のインド語】があり、非常に古い時代に閃のタイプの閉鎖音を硬霞蓋化した書語が
まとまっている。有声音の場合には「知る」という上で述べた動詞を例に取ると【Cf．55Σ、　Lat．
gn6（sc6）、　Gk．（gl）gn6（sk6）では［glが保たれ、ゲルマン語では規則的に［k】となって、　E㎞ow
のスペリングに残っているが、一方、Rzna（t’）、　Lith．　Z｝no「（彼は）知っているコ、　Iran．【Av．］
乞n互（tarう「精通者」、これと同じ意味のSkr．海昏㈲では様々に硬口蓋化を生じている。
5．3220世紀の初め、中国領トルキスタンにおいて、トカラ語（2‘）と呼ばれる言語が発見され、そ
の素性が確認されたことで、上記のようなかなり整然とした地理的分布は不完全であることが明
らかとなった。その位置が非常に東であるのに、これはケントゥム語であり、11001はkente働、
疑問詞【Lat．］quisに当たるのはk“se　｛26）であり、その上付きのuによってそのk⑳が讐軟口蓋音
であることが示されている。これよりわずかに遅れて、1917年にヒッタイト語が解読され、小ア
ジァにもう～つのケントゥム語があったことがわかった。この言語では「心（臓）」はkanisであ
り、ここにはLat．　cor【〈＊cord］、　Gk．　kardfa、　Ir．　cride｛28｝に見られる［k｝が現れており、Eheart
では規則的に〔h］が、他方Lith．9ird｝s、　R・serdce、　Arm．　sirtではシュー音及びスー音が対応して
いる。ヒッタイト語の疑問詞kwisには唇軟漏蓋音が保存されている。
5．t3予想に反して領域の東側にもケントゥム語があるわけだが、ヒッタイト語の場合は、この言
語とその他のアナトリア語が共通の幹から分離したのが、硬鷺蓋化トサタム化コの傾向が広ま
る以前であったと考えることによって説明されよう。トカラ語の場合には、これと問じように古
く分離したと考えられる根拠が何も見当たらず、西から東へ移動したのではないかと思われる。
興味深いことに、領域の両端、すなわち西ではアイルランド語とブルトン語、東ではトカラ語の
みに見出される印欧語の語がある。それは＊周joと再建される婦人を表す語で、接尾辞が加われ
ば若い娘の意ともなる。アイルランド語にはcalleと接尾辞を加えたcailfn［ka’1’藍：n’1〔2v｝があり、
後者から若いアイルランド女性を意味する英語のcolleenが借用されている。ブルトン語では
古い＊kwl一が規則的にpl一となり、これに異なる接尾辞を加えて同じ意味のplac’hζlplax】】が作ら
れる。トカラ語にはk“lyiがあり、これは晃てくれは異なるが、　lr．　caileと正確に対応している。
インド・イラン語派
5．鱒最初に印欧語のこの語派を扱うことにする。比較言語学誕生の発端となったのがインドの言
語であるサンスクリットの西洋人による発兇だからである。インド・イラン譜をかって話してい
た、また話している諸民族はしばしばアーリア人と呼ばれている。この呼び名を「印欧人」全体
の意味で嗣いるのは誤りである。この語は、民族社会主義者が30年代と40年代にユダヤ人に対し
非ユダヤ人を敵対させるために胴いたのであるから、なおのこと用いるべきではない。ドイツ人
と岡盟関係にあったハンガリー人と日本人は「名誉アーリア人1と呼ばれることがあった。
5．t5この語派とその他すべての語派が異なる最も大きな特徴は、他の語派では区別される二っの
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母音が長短に関わらずaと混同されてしまうことである。これらはギリシア語、ラテン語、ケル
ト語ではeとo、その他の言語ではeとaとして区別される。ただし、インド人とイラン人がか
って一っの社会を共有していたことを示す点は他にも数多くある。しかし、いくっかの事実に基
づけば、彼らはかなり早期にインド語派とイラン語派に分裂したと考えられる。紀元前第二千年
紀に小アジアにあったミタンニ王国の酋領の名前はインド人特有のものと解釈される㈹。これに
従えば、両者が分裂したのは紀元前二千年頃であったとみなされよう。一部の研究者は、その分
裂がもっと以前に行われたと考えている。インド人はインダス川流域にまで達し、その地名から
自分達の民族名を得たが、彼らがこの地に達するまでにイランの地を通ったことは確実である。
だが、彼らがイラン人と行動を共にしていたというわけではなく、イラン人は後に取り残されて
いる。
イラン人
5．f6イラン人は歴史時代の居住地がイランであったためこのように呼ばれているが、彼らが古く
居住あるいは支配していたのは、西アジアの大部分であり、その地域は今日のシベリアに当たる
地のすぐ近くにまで至っていた。ここで彼らは、別の語族に属すフィン・ウゴール入と接触し、
後者はイラン語から借溺語を受け入れている。このあたりに行われたイラン語のうち隆盛を誇っ
たのはソグド語であったが、決してこれがこの地の唯一の言語であったわけではない。書典著作
にスキュタイ人の名で出てくる民族もイラン人に数えられ、彼らの後に今Nの南ロシアに当たる
地に移住したサルマート人も恐らく欝語の点でイラン人と考えられる。スラブ人の視先がイラン
語から借用語を受け入れたのは間違いなくこの南ロシアにおいてである。
5．17最も古く文証されるイラン語は吉代ペルシア語とアヴェスタの言語である。古代ペルシア語
は、紀元前7世紀から紀元前5世紀の間に、アッカド起源のζ襖形Σ文字で刻まれた碑文によっ
て文証される。これはイラン語の西の方言であって、本来ペルシアというのはイランのペルシア
湾岸地域のことである。これはギリシアに脅威を与えた軍を擁する支配者の雷語であった（3り。マ
ズダ㈹教の聖典であるアヴェスタは様々な時代に書かれた宗教的文書の集成であり、その言語
学的解釈は微妙である。その～部【篇ガーサー］はインドの最古のテキストζ＝リグ・ヴェーダ］
と同様に古風な言語で書かれている。この言語は古代ペルシア語よりも東の方誉である。今日、
イラン諸語には、イランの公用語であるペルシア語以外に、イラン、イラク、トルコで話される
クルド語、アフガニスタンにおいてペルシア語と競合関係にあり、パキスタンにも及んでいるパ
シュトー語がある。コーカサスに孤立してオセット語が行われるが、これは多分古代のスキュタ
イ人の言語の末蕎である。
インド人
5．18本来の意味でのインド人は、その名を冠した半島内に少しづっ広まり、それに連れて非印欧
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語のドラヴィダ系の書語を話す跣住遇諸民族は遠方に追いやられたと考えられる。タミール語
を代表とするこれらの言語は、この亜大陸の南東部、及びイラン領に至るまでのk部の孤立した
欝語島に今日まで保存されている。
5．19インドの言語の最古の形態は、バラモン教の聖典であるヴェーダの中でも最も古風な部分で
あるリグ・ヴェーダに文証される。このテキストの言語はいわば「雅言」（1’《61abor6e》）を意味す
る「サンスクリット」の名で知られている。これはドラヴィダ語の地域を含めて、インド全体の
文化語として確固たる地位を獲得している。サンスクリットの初期のテキストは後代のものだが、
口伝によって、紀元前千年以前と考えられるより古い言語形態を提供している。この文語と並ん
でプラークリットと呼ばれるより改新を経た日常語もかなり皐期のうちから存在していた。
520今日では、ベンガーリー語、グジャラーティー語、パンジャーブ語といった多くのインド語
が存在するが、インド国の公用語は英語とヒンディー語である。ヒンディー語はヒンドースター
ニー語の～つの文語形態であり㈹、サンスクリットと周じようにデーヴァナーガリーと呼ばれる
文字で記される。多くの語彙がサンスクリットから【ヒンディー語に馨借用されており、この事
情はラテン語とギリシア語がヨーロッパ諸語に多くの語彙を供給したのとやや似ている。デーヴァ
ナーガリーは同じタイプの他の文字（34♪と併用された。これは本来的なアルファベットというよ
りも音節文字であって、その各々の【子音を表す叢文掌は子音の後に［a】が続く音価を持ってい
る。【子音に続く翼母音が長い［a］であるときや、他の母音であるときには、ζ単独では子音プラ
ス【a】を表す文字の］後、あるいは上に符号が加えられる㈹。文字の方陶は西洋のアルファベッ
トと同じく左から右である。デーヴァナーガリー文字は非常に特徴的な形をしている。～つの語
を形成する文字全体の上にほぼ途切れのない水平の線が書かれるのである。ヒンドースターニー
語のもう一つの文語形態にウルドゥー語がある｛33｝。数多くのペルシア語からの借用語が特徴的で
あり、アラビア文宇で書かれるこの言語は、インドとパキスタンのイスラム教徒に用いられている。
5．21インド語の中で異彩を放つのはジプシー語であり、この書語の話し手は少なく見積もっても
千五醤年前にインドを出たと考えられる。しかし、インドにも明らかなジプシーが残っており、
世界の他の地域にいる同族と同じく遊牧活動を営んでいる。
5．22サンスクリット及びある程度現代インド諸語を特徴付けているのはその子音体系であり、こ
れはイラン語の場合とは大きく異なる。その豊富さと均整の取れた様は初期の比較言語学者に感
銘を与え、結果的に彼らはこれを彼らの再建の基礎に置いたのであった。これらの言語には反り
舌音（：　6＞すなわち雷尖を後ろに反り返して口蓋に密着させることによって調音される子音の系列
が存在し、これは早期の段階からインド語に特有の事象と解釈された。だが、例えば讐音であれ
ばpphbbhのように、閉鎖音の四系列は長い間、また一連の研究者には今日でも「母語」すなわ
ち印欧祖語からの正確な遺産であるとみなされている。サンスクリットを基にした完全な表は下
記のごとくであるρη。
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　　　　　　　　　　　　　p　　　t　　　k’　　k　　　kw
　　　　　　　　　　　　　　　ph　　　　th　　　　kh’　　　kh　　　　khw
　　　　　　　　　　　　　b　　　d　　　9’　　9　　　gw
　　　　　　　　　　　　　　bh　　　　dh　　　　gh’　　　gh　　　　ghw
5．23この表が示唆するのがどんな子音体系なのかは後ζ9．3ff．】に述べる。イラン語では反り舌音
が欠落しており、サンスクリットの四系列が二系列（p，t，＿，　b，　d，＿）に減っている。イラン語で
はサタムの発達によって閃から生じた噺しい譲sと、ケントゥム語とサタム語に共通のζ古
い］sとが混同されたが、インド語では爾者の区別が保たれた。
アルメニァ語
5．24小アジアとコーカサス山脈の接点であるアルメニアにおいて今日まで存続しているアルメニ
ア語は、その話者が迫害を受けたために、分散する憂き目を見た㈹。今日、アルメニア人のコミュ
ニティーは【旧匿ソ連にも、フランスにも、レバノンにも、合衆国その他にも、いたるところに
ある。アルメニア人はその南東の隣人から数多くの借用語を受け入れたために、しばらくの間ア
ルメニア語はイラン語の一種であると信じられていた（39）。綱えば］アルメニア人の名に特徴的な
一ianという末尾の部分は、実はイラン語起源である。実のところ、この言語は非常に特殊な印欧
語であり、ゲルマン語の場合にも似た子音推移を経験している。すなわち、まず初めに無声音が
帯気音化し、例えばギリシア語のtars6s　l匿本来はチーズ用の蓑乾燥釜1　｛4°｝にt「ar§amimヂ私は乾か
すi働が対応する。ラテン語diesに対するtlv㈹「昼間」のように有声音は無声化し、ギリシア語
thug醗r（thは＊dhより）に対するdustr㈹「娘」のように古い「有声帯気音」は単純な有声音と
なった。もっとも、このようなアルメニア語とゲルマン語の並行関係は細部においても行われて
いるわけではなく、両者が特別に近い関係にあると言えるわけではない。規則的発達の結果、薮ア
ルメニア語刎形態は、問じ語族の他の言語の形態と非常に異なる場合が多々あり、一見したと
ころ比定するのが難しい。例えば「2」はerkuであって、これは初源的“dwd（ラテン語由6，ギ
リシア語dgo）と厳密に対応している。＊dw6の一w一は一gw一を経て一g一となり、これが藍上記の子音推
移の結果］無声化して一k一となる。この場合にdはrに転じ、子音結合rk一が発音困難のため添頭母
音e一を獲得したのである。
アルバニァ語
5．25この言語の記録は16世紀以前にはほとんどない。この欝語にはスラブ語やら、トルコ語、
ギリシア語、ロマンス諸方言からの借周語があふれており、本来の由緒正しい語彙は何と全体の
一割もない。アルバニア語は比較言語学土の諸問題を解決するのに役立つよりも、むしろ問題を
生じる言語の一っである。アルバニアの地理的位置を根拠にして、この言語をイリュリア語と結
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び付けようとする試みが数多く行われた。実際、ギリシア人は今日のアルバニアのあるあたりを
イリュリアと呼んでいた。その後、ローマ人はもっと北の、今呂のクロアチアとスロベニアあた
りをイリュリアとした。残念なことに、当時これらの異なる地域に行われていた書語について、
あまり役に立たない地名を除いてはほとんど何も知られていない。「イリュリア語」というレッテ
ルは事実上何に対しても使えたのであり、アドリア海周辺にあって、印欧認の他の語派に帰属さ
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せられていない複数の言語に、このレッテルを貼る試みがなされた。このようなことがヴェネツィ
ア（ヴェネト）のヴェネト語、匿イタリア半島南部の慧アプーリア（プーリア）とカラーブリアに
碑文を残すメッサピア語に対して行われたのである。調査の結果、ヴェネト語はイタリア半島の
他の言語、特にラテン語と近いことがわかった。メッサピア語に関しても、この言語とアルバニ
ア語との近親関係についての明白な証拠が欠落しており、これに「イリュリア語」として洗礼を
与えても、メリットはなさそうである。
5．26パレスチナのペリシテ（フィリスティア）人の言語をイリュリア語に関係付ける試みも行わ
れている。パレスチナはギリシア語でPalaistTn6であり、これは【ギリシア北西部悉工一ペイロス
（イピロス）地方のパライステー（Palaist6）　c44｝という町の名によく似ている。また、【北東講ト
ラキア（トラーキ）地方のストリュモン（ストルマ）川は古くはPalaistfnosと呼ばれていた。考
察によれば、原著p．6◎【4．34】で触れた、いわゆる「長剣族」が紀元前第二千年紀にS－mッパ
北部からやって来てζバルカンをΣ襲撃し、さらに勢い付いて、陸路か海路かは不明だが、今日
のガザの地にまで至ったのではないかと考えられる。ペリシテ人にっいてはその名前と、ヘブラ
イの伝説が語るζとのみが知られている、という点を指摘するにとどめておく。
5、27アルバニア語がサタム語であるのは確実である。ただし「100」に当たる語は【kent】である
らしく．，硬口蓋化した閃が生じているが、これはロマンス語からの借用語と考えられよう。こ
の言語で＊kは［s］あるいは【0】で現れる。例えばGk．（w）oikos稼」、hat．　vlcus「地区」に対し
てvis　（‘s）「場所」、【Gk．聾konfs「しらみの卵、埃」に対して0εnl㈹のごとくである。“gどghは
［s｝［e］に対応する有声音、すなわちlz］　1δ】となる。例えばラテン語（v￥）－gint？「20　」に対して
一zet　（47）、ギリシア語g6mphos　r大釘」に対してロシア語のzubと岡様に6emp　（4s）「歯」、ギリシア
語6rkhomai「私は来る」に対してerδa　（‘9）9私は来た」。これらの音と初源的＊sの結果とは合一し
たわけではなく、後者は硬口蓋音に隣接すると團に（＊sueiに遡るギリシア語hfiei「爾が降
る」に対して9T「雨」（タ゜り、それ以外ではある時にはhに、またある時にはそのかつての有声の対
応音であるYになる。γは特別な環境に生じたらしい。例えばラテン語sulCUS「畝」に対して
hel’k’　（Sl）「彼は引く」だが、ラテン語serp6「這う」に対してYarpεr（52）「蛇」となっている。このこ
とを考慮すると、アルバニア議はむしろマケドニア語（S3｝やさらにはトラキア語のようなもっと
東の言語と比定されるべきかもしれない。これらの言語については、後者がサタム語であること
以外、ほとんど何もわかっていない。
バルト・スラブ語派
5．28これはサタム語であって、特徴的なのは、サンスクリットを基にして設定される閉鎖音の四
系列が二系列だけ、すなわちノp！の系列と1bノの系列のみで現れることである。これはイラン語と共
通した特徴であるが、【バルト・スラブ語はイラン語のように］母音の［e］と［a］、及び書い時代
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には恐らく回と［a］も混同していない点が大きく異なる。
バルト語
5．29バルト語とスラブ語は分けて扱うべきであろう。前者が文証されるのはアルバニア語と岡様
に非常に遅く、16世紀のことである。しかし、バルト語はアルバニア語のように通過場所にある
わけではなく、もっと保守的で、その印欧語的な性格ははるかに明白である。
古プ環シア語
5．30藍バルト語の申で］年代的に言ってもっとも古いのが、今日では消滅してしまった古プmシ
ァ譜である。ドイツ語を話す福音伝道者によって作成された教理綱要（cat6chisme）｛s4｝によって知
られ、その文字はドイツ語の場含のように読まれる。例えば「舌、言語」という意味のinsuwisは
［inzuvis］（5s）と、　r魚」という意味のsuckans（複数対格）は【zukansl　｛‘’6）と読まれる。
リトアニア語
5．31今日まで絶えることなく話し続けられてきたリトアニア語は非常に古風な特徴を持っている。
古プロシア語と同じく、この言語にはラテン語の一usやギリシア語の一〇sに対応する語尾ζ一as＜
IE＊－O－S］がそのまま保存されている。アクセントのある長母音あるいは二重母音（s7｝には二種類
の音調（tons）copが区別される。これらの音調はおのおの異なる時代に行われた延長に対応してい
る｛・‘9）。acute践で記される音調は、高い音から始まζり、その後下降す翼るもので、例えば
差in6tl㈹「知っている」に現れる。ギリシア語に周いられるようなcircumfiex【”］　｛6i）はその母音の
終わりに向けて上昇する音調を示し、例えばeτti㈹「行く」に現れる。忌i飲as「百」という語を用
いてこの言語の多くの特徴が説明できる。まず、語頭の阪がサタムの扱いを受けており、二重母
音とされる音連続一i熊一の上にのせられたcircumfiexによって音調の存在が記されている。主格の
S＃尾　－Sが保たれているが、この場合には本来的な＊－omが一asに置き換えられている。この言語は
一般にとても古風なのだが、ロマンス語のように中性と男性とを混悶するという改新を経験した
のである。，したがって、中性の語尾一〇mが【男性の1　－osに置き換えられ、これが一asとなった。
5，32印欧祖語の音調の特徴を晃極めようと、リトアニア語とギリシア語にある二つの音調の検討
が長い間行われてきた。かなり可能性の高いことに、バルト・スラブ語、ギリシア語、ゲルマン
語を含む多くの語派が並行的な発達を行い、その過程で特定の条件下で新たな長母音が生じ、そ
の結果として二つの音調が区別されるようになったと考えられる。隣接し、その二番目にアクセ
ントがある二つの短母音の縮約によって、ある長母音が生じた場合を考えてみよう。例えば一〇6一
が一6一になったとする。予想されるように、音程がどこかで上がるとしたら、楽譜の上ではその一6一
の初めの部分よりも最後の部分が高い音になるはずである。この場合にリトアニア語ではギリシ
ア語と岡じようにcircumfiexが記されるのである。他方、母音の後に子音が続いて、その子音が
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時を経る間に母音を伸ばしてそれ自身は無音となってしまうような場合もある｛63）。ちょうどこれ
は古仏語のpaste（これを借用した英語のpasteに残っている）のsはその前の母音を延長させて脱
落し、その結果瞬eとなったことにも見られる㈹。このような場含にメロディーの頂点となるの
は、当然ながらその長母音の初めの部分、すなわち以前から母音であった部分であろう。したがっ
て、前のζ　circumfiexの】場合に音程が上昇したのと同じように、このK　acuteの］場舎には音程
は下降することになる‘65）。このような発達が、バルト・スラブ語のみならずギリシア語やゲルマ
ン語にも想定されるはずである。フランス語の例えばpateに屑いられるいわゆるアクサン・シル
コンフレックス【＾慧は、その形も意味あいもリトアニア語やギリシア語のcircumfiex紅”］と異な
る点に注．意を要する。本書ではギリシア諮を転写するときにフランス語ふうのシルコンフレック
スを用いることがあるが、これはあくまでも便宜上のことである。
先取りの方向
一一移り変わる時点　　　　　　　　　　　璽
！～一一“
　　　　　　ρ，’’’”
　　1！〆’炉一鯛鴨㌔、
乏’　　　　　　　　　＼、
　　噂．■亀噺輪
　　　　＼＼
　　　　　　　
噂◎
　　　　　　　亀＼、．
㍉＼㌔
　　　　隔、、、．句も
　！“‘’一一一一一一こここ㍉
　　　　　　　／
　　　　　ノ！
　　　　69，t”e
。1〆
原図質　頭高調から頭低調への発達
ラトビア語と音調の先取リ隅化（aBticipation）㈹
5，33リトアニァ語と比べると、ラトビア語は～般にバルト語のより発達を経た段階を示している。
ラトビア語では音調がリトアニア語の場合の逆になっているように見える。つまり、リトアニア
語では音程の頂点が母音の終わりにある場合に、ラトビア語ではそれが母音の初めにある、ある
いはその逆なのである。これには始終驚かされる。一晃したところでは、このような入れ代わり
（chasse－crois6）がどうして起こるのか、冤当も付かないからである。実際にはこの事情はかなり
単純である。にの言語では］メrcディーの頂点が語や形態の識別に参与するのだが、この頂点を
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目立たそうとすれば、その前後の音程が下げられることを考えてみればよい。話者が次に行われ
る調音を先取りすることは、それがたとえ音の高さの調音であってもめずらしいことではない。
問題の二つの音調について、このようなメmディーの先取りが少しつつ行われたと仮定してみよ
う。一方では2in6tiのような「頭高」の音調がeTt；のような「頭低」の音調と対立する体系から
出発する。上に記す図は前者の音調（2in6tiタイプ）の発達を記したもので、曲線の実線の部分が
母音に一致し、知覚される部分に相当する。第一の時点は1と記した曲線に相当する。第二の時点
では、2in6tiの問題の母音の初めが曲線の頂点ではなくなり、その後に来る低音部へと続く下降
部に一致ずることになる。これは図の独線2に示されている。もう一方の音調（eftiのタイプ）に
っいては、問題の母音の初めが曲線の最低部でなくなり、上昇部と一致することになる。この第
二の時点で、2in6tiの「下降」調はeτtiの「上昇」調と対立することになる。第三の時点では、
Zin6tiの母音の初めが曲線の低音部と～致してしまう。この状態が図の曲線3に示されている。
eτtiの持っもう一方の音調については、母音の初めが曲線の頂点と～致してしまう。こうして第
～の時点と同じく、「頭低」調と「頭高1調との対立が再度生じることとなるが、かって頂点を初
めに持っていた語は頂点を終わりに持つようになり、終わりに持っていた語は初めに持っように
なる。
5．34言語の発達を引き起こしたり、その速度を早めたりするのは、一般的に欝って、異なる言語
を話す諸民族間の接触である。バルト語が非常に古風な性質を保っていることから結論できるこ
とは、この言語を話す民族がかなり安定して居柱していた地域が、移住民の大きな流れの途中に
あったわけではないということである。ここからほぼ明らかなことに、バルト人が古くから定住
していた場所は、当初は森林に覆われていて、家畜を飼う人々が遊牧生活を営むには不向きな地
域、すなわち南東方向にはプリピャチ川上流の湿地帯と北西方向にはバルト海の間の地域であっ
たと考えられ、これは今日彼らがいるところとも一致する。
スラブ語
5．35スラブ語は、今日では数多くの言語を擁し、かなり広い領域を占めているが、これが印欧語
の～方言から分岐したのは比較的最近のことであって、紀元直後の時代には今日のウクライナに
当たる地域の北西部で話されていたと考えられる。この地域はバルト人がいたと考えられる地域
にかなり近いことになるが、遊牧民との接触もっと盛んであった。例えば「百」を表す語のよう
な～連の借鰐語Cfi7｝から、スラブ人がイラン人、その中でも恐らくスキュタイ人と接触を持って
いたことが伺える。上K　・5．161で述べたように、スキュタイ人は紀元前数世紀に黒海北部に定
住していたのである。しかし、スラブ人に対し紀元後の最初の数世紀に文化的衝撃を与え、拡大
の機運を高めたのは、特に、スカンディナヴィアから鋼来し、ヴKスワ廻下流から南東方向に影
響を及ぼしていたゲルマン人である、ゴート人との接触であったと思われる。ロシア語のkhleb
「パン」あるいはgorod，－grad「町」がそれぞれゴート語のhlaifs（英語のloafに当たる）、　gards
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「家、翻まれた居住地」（英語のyard）の借用語であった可能性もある｛6s）。さらに、ロシア譜の副
詞vyが接頭辞として胴いられるとき、そのアクセントの性質は非常に特殊であり（‘s）、これが形も
意味もよく似たゴート語のEt（英SS　out）から影響を受けたのではないかとも考え得る｛7°）。この
【ゴート人とのi接触によって技術革新が生まれ、恐らくこのために人urが急激に増大したらし
く、さらに、この人口爆発のためにその後スラブ人が拡大したと考えなければならない。アジア
から到来したフン族の圧力を受けて、ゴート入はイタリア、ガリア南部、ヒスパニアへと移動す
る。その少し後、やはりアジアから到来したアヴァール人が侵攻する過程で、スラブ人も西、及
び南へと移動したと思われる。スラブ人は、恐らく武力ではなく繁殖力の点で最終的には優位を
占めることとなって、バルカン半島に広がり、ビザンツと衝突する。彼らはまたドナウ絹流域を
通って西へと向かい、チロルにまで侵入し、今日のドイツの大部分を占領した。エルベ絹を越え
て、ハノーファーのあたりには17世紀までスラブ人の小部族ポラーブ人が残ることになる。こ
の部族名はpo－「～沿い」と一lab－「エルベ川1からできており、後ろの要素は【ラテン名］Nbls
からスラブ語で流音の先取りが行われて＊Lablsを経て得られる形であり、チェコ語のLabeにあ
たる。
5．36このスラブ人の圧力に歯止めをかけ、スラブ人の占拠する地域のゲルマン化を押し進める発
端となったのはフランク王国である。その後Dra熟g　nach　Ostenと呼ばれることになるこの菜への
圧力は、第二次世界大戦の間に～時はスターリングラード手前にまで到達することになる。9世
紀の終わり頃、西シベリアからやってきたハンガリー人がドナウ平原に腰を落ちつける。彼らは
ここでドイツ人と衝突する。ドイツ人はウィーンまで東に歩を進め、古代のオストマルク、後の
オーストリアを形成していたのである。ロマンス語を話す羊飼いがカルパチア山脈を下ってモル
ダヴィアとワラキアに住み着いたため、スラブ世界は完全に分断されてしまった。南スラブ人に
は西から東に、スロベニア人、クロアチア人、セルビア人、マケドニア人、もっと東に古代モエ
シアのスラブ化したブルガリア人、他方、東スラブ人にはロシア人、ウクライナ人、及び西スラ
ブ人にはポーランド人、ソルブ人、チェコ人とスロバキア人がいる。
5．379世紀になって、テッサロニーキ（サロニカ）出身のキュリロス（キリール）とその兄メト
ディオス（メトディー）がスラブ人のキリスト教化の任務を帯びた。彼らは聖書を翻訳するため
に、初めグラゴール文字と呼ばれる小文字を作り、次いでギリシア文字の大文字に手を加えても
う～っの文字を作った。このいわゆるキリール文字は最終的にマケドニア人、セルビア人、ブル
ガリア人、及び東スラブ人に用いられるようになる。そこで用いられた言語は古代スラブ語（vieux－
siave）【篇古代教会スラブ語（G　AItkirchenslavisch）］と呼ばれ、スラブ語を話す様々の民族に理解
可能であった。彼らの話しことばはかなり似かよっていたのである。領域の西側の部分、すなわ
ちポーランドからクロアチアまでの部分は西側からキリスト教を受け入れたため、ラテン文字を
用いるようになった。
5．38バルト語と比べてスラブ語の特徴の一つに、少し遅れてフランス語でも生じた次のような現
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象がある。音節の中で母音に続く要素をすべて、段階的に脱落させたのである。フランス語のfait
K｛fε】“fact”慧のような語はこの過程を例示するのにうってつけである。このスペリングは、！f！，
1a1，〃，1Vという4っの音素を持ち、1a1を音節核とする、かつて行われた発音を再現している。12
世紀と15世紀の間に！a1の発音に影響を与えて、1i！が消え去った。次の語が母音で始まる場合を除
いて、〃も消え去った。《C’est　u礁£ait》【“This　is　a　fact”Σと言う時にfaltを［fst］と発音することが
あるように、この末尾の子音は後代に復活することもある。
5．39スラブ語は9世紀より前にこれと岡じような過程をたどり、末尾の子音は脱落し、こ重母音
は単母音となった。K音節末の］nあるいはmの前にある母音は鼻音化し、これらの鼻子音は脱
落した。例えば”pontls「道」は＊p6tiを経て、後にロシア語のput’を生んでいる。　K音節末の］　－al一
あるいは一ar一は一la一や一ra一になったり、あるいはロシア語【等の東スラブ語】のように一ala一や
一ara一となった。これによって該当の音節が母音に終わるようになる。エルベ絹を表すNbisがチェ
コ語でLabeとなることについては上【5．35】で触れた。他方、古代のゴート語の＊gafdasは
＊grad嚢や＊garadifの形を取り、古代スラブ語のgradif、古いロシア譜の警記法のgoro磁にまで至
る。爾者とも程城壁に囲まれた馨町」の意である。スラブ語では、音節の末尾の部分を脱落させ
るという過程がさらに進んで、長母音が短縮化され、その調音的性質の一部が先行子音に先取り
されることになった。biのような音節では［b｝が「湿音化」（mouiller＞卜硬口蓋化、軟化叢し、
ほぼ［岡のような発音となった。bUでは［ulの醤の丸めが先行子音に及び、【b“］となって、母
音自身は円唇性を失った後舌母畜となった。この母音はロシア語のローマ字転写ではyと記される。
5．40母音の後の要素を鋭落させる過程が終了すると、最も頻繁に用いられる母音の発音が弛緩
（n6gliger）しやすくなる。このようなことが行われても理解を妨げることはない。子音に続くべき
母音が聞こえない場合、聞き手は子音の後のこの母音を無意識のうちに補って聞くからである。
フランス語ではfaitが［fs］に、　falteが［fa－to】になった時点で、後者の末罷の［e］は省略され得
た。faiteを［fgt！と発音しても、　faitとの区別はきちんと保たれたし、また今日でもパリの住人の
多くはfalteのeが発音されると思いこんでいる。こうして「無音のejが生じたのであった。
5．4tスラブ語にはいわばF無音のejが二つある。これらはイェルGers）｛71）と呼ばれ、その一方
瞬は短い1を、もう～方Ks］は短いuを表していた。これらは爾者ともその後消滅してしまっ
たが、繭者はその先行子音を「湿音化」した。後者は先行子音に［U］の響きを付け加える。これ
は1の場含に顕著であって、英語のbattleの場含と嗣様に「脂っこく」（gras）【讐唇軟口蓋化しd
発音される。フランス語で例えばbrgbis　Xlbifebi］　ISS羊j］あるいは」皇me　dgmande　‘’2｝　K［3amdein5d｝
1私は自問する掴の下線部のeが無音ではなくle］と発音されるように、子音の過度の連続を避
けるためにある種の「無音のe」が発音される（？1’）が、これと同じようにスラブ語でも発音が容易
になるようなイェルは保持された。このような場含、ロシア語では元々のiはeで、元々のifは
oで現れる。例えば、古い‡atiko－　｛7”｝1お父ちゃん」はロシア語で［at’ets｝、正書法に従えばotecと
なる｛7s）。また、　OCS・krdvi（Lat．　cruor参照）｛’6）にあたるロシア語の形はkrov’「血」である。しかし
49
アンドレ・マルチネ著？ステップから大洋へ一印欧議とギ印欧人i一丑（その3：第V章）
ながら、母音の質は次の子音の「音色」（coloration）に影響を受けることもあった。鷲を意味する
語を例に取ってみよう。出発点の形としては＊ar茄⑳が想定され得る。母音の音色は先行子音に
移り、その母音自体は中問的で最大限に弱化した音色となった。その結果は＊ar‘e1°e㈹である。こ
こから末尾の母音が脱落して＊afel“となる。その前の母音【ejは続く子音の音色に影響を受け、
eではなく0で現れることになり、こうしてarblu、正書法に従えばorelが得られる。これと似た
ような現象は英語にも見られ、例えばsilkという語は、1が［u］の響きを持っている【篇唇軟目
蓋化したppため【suk］のように聞こえることもある。　milkにあたる語は古英語でmioluc　｛η）と
記されることもあったが、oとuは玉の【醤軟口蓋化した1響きを示すためだけのものであった。
その他のサタム諸語
5．42トラキァ語やフリギア語といったバルカンや小アジアの～連の言語については、ギリシア語
によるその名称と若干の固有名詞を除いて、ほとんど何も知られていない。印欧語の再建を行う
際にこれらの言語を資料として用いるのは困難である。今臼のルーマニアにあたる地においてか
つて話されていたダキア人やゲタ人の言語についても同じことが言える。
ギリシア語
5．43言い伝えによれば、ギリシアは北から相次ぐ波となって到来した諸民族によって占領された
ことになっている。アカイア人が紀元前二千年頃到来し、その約八百年後にドーリア人が出現し
たことにっいては上【3．131で触れた。この言語には、ゲルマン語やアルメニア語に想定される
のと同じタイプの子音推移が行われた痕跡が晃られるが、この痕跡を残したのは印欧語を話す占
領者のより古い波だったとみなされることもある。例えばK6rinthos「コリント」の末尾部分には、
本来的な無帯気音を持つ一般的な一nto一ではなく、帯気音を持つ一ntho一が現れており、この現象の原
因がこのような子音推移に求められ得るのである。
5．44ギリシア語はhekat6n〔Pm「百」のkや（gi）9n6sk6「私は知る」【Cf．55ff．］が示すようにケン
トゥム語である。＊k“のタイプの古い唇軟口蓋音は、ケントゥム語において普通そうであるよう
に、古い時代に保たれていた。hekat6nという形態から、ギリシア語とインド・イラン諸語が近い
関係にあることがわかる。古い音節を成す鼻音がaに変化しているのである。この「百」を表す
語は本来的に「十」を表す語から接尾辞一t6一を加えることによって派生したものである。「十」を
表す語は＊dekrpと再建される。したがって「百」は初め＊dek騨伽であり、無アクセント母音が
脱落して宗dk駅6m、さらに張購6田となった。　rpというのは音節を成す［m｝のことで、早口で
d’arpes　ce　que　me　dlsent．．．【「＿が語るところでは」】と言ったときの発音［daprεskrPaiz】｛81）に聞かれ
るものに近い。その他の言語では鼻音が保たれ、その前に母音が挿入されたca2＞。　Lat．　centumで
はeが、Br．　kantではaが、　Goth．　hundではuが、　Toch．　kenteではe㈹が、　Lith．§1轍asではi
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がそれぞれ現れている。リトアXア語の形態では本来的なmが保存されており、その他のように
後続するtに岡化してnとなっていない。ギリシア語とサンスクリットでは灘音も鼻音性も失わ
れ、それぞれhe－kAt6n及びgAtamとなっている。
5．45古代のギリシア語は印欧祖語にあったことが確実な三系列の閉鎖音を保存している。すなわ
ち下記のごとくである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　p　　t　　　k
　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　　d　　g
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ph　　　th　　　kh
5．46古代世界が終わった後、そして現代ギリシア語でも帯気音は摩擦音に転じている。phは閃
に、thはE　thinのthに類する［P】に、　khはG　Ach－lautあるいはSp．　jotaに類する〔xlにそれぞれ
変化した。古典ギリシア語からの借用語において、フランス人は例えばphareの古い【ph】を団
としたが、例えばtomeとth6se、　arcadienとarch6010gieにおけるように、　tとth、　c（k）とch（kh）
を発音上区別していない。このような帯気音を摩擦音とする発音はギリシアにおいてかなり早期
に現れたと考えられる。例えば、the6s「神」はラコニアの碑文においてsioという形で現れる。
しかし、アテーナイで規則的な摩擦音としての発音が現れるのは、紀元後3世紀になってからで
ある。Gk．61ephtis，　el6phantosからの借用語はラテン語で常にphと書かれ、　fが書かれることはな
い。しかしながら、ローランのolifant【象牙の角笛】やGoth．　ulbandus（ロマンス語から借絹され
たが、奇妙なことに別な風変わりな動物であるらくだの意味になっている）によって、日常的に
は摩擦音で発音されていたことがわかる。ol－，　ul一が現れているのは、　Gk．　elafwXからの借用語Lat．
olTva「オリーヴ」にも見られるように、借用語のel一がラテン語で規則的な発達を遂げた結果であ
る（s4｝。　Goth．－b一は、スペイン語にも現れるような摩擦音のb【篇【β】】として発音されるが、これ
は母音問のf【爾唇音の回】から規則的に生じたものである。
ホメーロスのデータ
5．47っい最近に至るまで、ギリシア語は紀元前6世紀以来話されてきた諸言語を写した碑文や文
献によって知られていた。より古風な一部の形が、口伝によって知られており、その穴は作詩法
（m6trique）から得られるデータで補われる。これがホメーロスの詩のケースであり、語彙と文法
の点では紀元前8世紀にまで遡り得る形態が伝えられている。音の面に関して言えば、そのテキ
ストが提示するのはより後代の状態である。しかし、作詩法を利用することで部分的に古い形態
を再構成することができる。そのようなケースの一つにGk、6naxがある。周知のごとく、ギリシ
ァ語ではラテン語と同様に、詩行は長い音節と短い音節によって決められた繰り返しから構成さ
れている。長い音節というのは、Lat．　d6num，　Gk．　d6ron「贈り物」の第一音節のように、長い母
音を持っている場合か、あるいはLat．　mentum　f顎」、　Gk．　anthos「花」の両方の音節のように、子
音に終わっている場合である。詩行の中でanthosの後に母音があれば（【例えば】anthos　o＿）、　sは
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その母音と一緒に発音され、その悌二】音節は一tho一となって短く扱われる。さて、　Gk．　Enax　r君
主」に話を移すと、これは人名As重u6nax醐にも現れており、6stuが「都市」であるからこの人名
の原義は「都市の支配者」ということである。ホメーロスのテキストの中で、この語の前に一tos
に終わる形容詞があれば、後者の末毘のsはanaxの初頭のa一とリヱゾンし、－tosという音節はs
を失って短く扱われるように期待される。ところが現実はそうではない。あたかも6naxが子音に
はじまっているかのように、一・tosは長音節として扱われている。実際、他の根拠からこの語が古
くはwanaxであったことが知られるのである（s6＞。
ギリシァ文字
5．48ギリシア語はすべてよく知られたアルファベットで記されており、これがその後生まれたす
べてのアルファベットの源である。アルファベットという名称はその初めの二つの文字、アルファ
とべ一タに由来し、【～音～文字の】アルファベットとしては不完全なフェニキアの音節文寧に巧
みな変更を加えて作り上げられた。事実、聡明にもフェニキア人自身も認めているように、フェ
ニキア文字の元となったのは恐らくメソポタミアの文字であるが、フェニキア人にとってその元
の文字は自分達のセム語を記すにはあまり適当でなかったのである。実際、その文字には表意文
字の他に音節に相当する記号があり、それは例えばkaとkuを表す記号には何の共通点もないと
いう類のものである。一方セム語では、語の基本的意味を表しているのは子音群であって、母音
は変化したり派生したりする際に変わる。例えば、アラビア語で「彼は書いた」はkatabaである
のに対して、「書かれた」はma－ktgbであって、接頭辞ma一が加わり、子音群ktbは同じだが、母
音は全く異なっている。これら二っの形態の五つの音節を全く異なる記号を用いて表記するより
も、母音を記さずにこれらをそれぞれk－t－b、m－k－t－bと書いて、これらが同じ語であることを明示
するほうが、フェニキア人には好ましく思われた。そうして彼らは22の記号から成り、母音の質
を問わない音節文字を確立したのである。これによって、例えばkにあたる文字は｛ka｝〔ku］【ki］
及び後続母音のないlk］をも表すこととなった。各々の記号には、それが表す子音からはじまる
名前が付いていた。文字表の最初の記号は〔？ale月で、この言語では通常の音素である声門閉鎖
音／？／を表していた。6番屡の記弩はwauという名で、子音1w／を表し、10番目はyodで子音1y／を表
していた。ギリシア人は【？a1鴫を［alpha】として受け入れ、自分達の言語にはない［？】は発音で
きない｛sηため、当然のことだが、これに対応する記号は、この文字を表すalphaという語の初め
の音素である母音の1a／を表すようになった。　wauはwanaxの1w1にも、　ph丘lax唄張り」の1u1にも
用いられ、1u1は後にアテーナイにおいてフランス語のu【－ly】Σとなった。　wauの初期の形は後
に区別されるようになり、母音のときはY、音節を成さない〔w】のときはF（es）と書き分けられた。
Yの縦の棒の部分が失われてVとなり、これがラテン語ではsvs【sEs］　「豚」の母音も、versus「～
に向かって」の初頭の子音も表すようになった。【母音としての1uと【子音としてのΣvとが書
き分けられるようになったのは、16世紀、スペインの地においてからであった。
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ミュケーナイ語
5．49ギリシア語に関するデータには最近の発見によって革命的な出来事が起こった。イングラン
ド陸軍在任中に暗号解読を担当していたV磯tfisという名の連合王国人が、ギリシァ学者Chadwick
と協力して、その技能を線文字Bと呼ばれる文字の解読に応周したのである。クレタ島の、非常
に古くギリシア語が話されていたところに、異なる二種類の文字で刻まれた碑文があった。これ
らはそれぞれ恣意的にAとBと呼ばれており、明らかに音節文字である。ある文字が音節文字で
あることは、その文字の総数によってわかる。表意文字の場合には、その総数は何千という数に
なる。アルファベットではその総数は二三十である。他方、音節文字の場合には、個々の文字の
総数はこれらの中間となる。このように、ある雷語にっいての知識がなくとも、そこで用いられ
る文字が表意文掌なのか、アルファベットなのか、音節文字なのかを判断することが可能なので
ある。Ventrisは線文字Bで書かれた雷語はギリシア譜であると仮定し、この仮説の検証を行った。
5．50音節文字の数を減らすために、ある種の音韻論的区別、例えば1pa1と！ba1の区別を考慮しない
という手段が取られることがしばしばある。N本語ではこのような場含に付加記号を用いている。
例えばhaを表す文字冠一は、ハ慧があり、これはかつては1pa1であったのだが、これにトレマ【”X
に似た付加記号卜“慧を添えればba置＝ば、バ聾となり、上に小さな丸を加えればpaζ＝ぱ、パΣ
となる。後者はpan　Kパン聾のような外来語に現れる。音節文字Bの場合には無声膏と有声音と
が区別されず、そのため多くの場合に様々な読み方の可能性がある。しかし、っいに努力が実っ
て、V磁rlsの解読の結果明らかとなったことに、ミュケーナイ語とも呼ばれる紀元前14世紀のギ
リシァ語は、古典ギリシア語とは違って、kwの類の古い唇軟口蓋音を唇音（pの類）や舌尖音（t
の類）にはまだ縮減していなかったのである。この現象は、Lat．恥u了「私は残したjに対しての
Gk．　lefp6「私は残す」‘鋤や、　Lat．　quisに対してのギリシアge　tfs　K「何がll　X　｛9°｝に観察される。ミュ
ケーナイ語では＊－k”oのrefiexは古典ギリシア藷とは違って古い一po一とはts－一していなかったの
である（91）。
5．5t周知のように、古代にギリシア人が入植していた場所には、クレタ島、小アジアの西岸のイ
オーニア、マグナ・グラエキア（大ギリシア）と呼ばれたイタリア半島南部とシチリア島、プロ
ヴァンスζラングドックの沿岸地域、特にマッシリア（現マルセイユ）、ニカイア（現ニース）、
アンティポリス（原名Antfpolisは「（ニースの）罵の前の町」の意、現アンテK一ブ）、アガテー
（原名Agash6はf良い女性」の意、現アグド）の諸地域がある。ギリシア文化が地中海世界に、
さらにはそれが広がって西欧文明に、また、ビザンチンを介して東ヨーロッパにも及ぼした、決
定的な役割についてここで立ち戻っても仕方がない。今日ギリシアで話されているのは、古代に
アテーナイから定着しはじめた共通語のコイネーが発達を遂げた言語である。今日に至るまで、
吉典的な形に近いkathar6vousa「洗練語」と、話されている現実に近いd6motiqueすなわち民衆語
という二つの規範の間でゆれがある。
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イタリツク諸語
5．52印欧語の一っの枝を成すイタリック諸語は長い聞論争の対象となってきた。しかしながら、
一部の研究者の見解に従えば、イタリア中部において古く話されていた主な印欧系諸言語が互い
によく似ているのは、もともとから特別なグループを成していたからではなく、この半島でこれ
らの善語が接触したことに起困するとされる。今日では言語接触の重要性が非常によく認識され
ているため、この仮説が故意に退けられることはなくなっている。しかし、これらの言語に共通
する音的特徴を、ギリシア語と同様な、単純無声音と有声音及び無声帯気音という三系列を持っ
体系から説明することも不可能なわけではない。これに従えば、このような体系ができあがった
のは、紀元前第三千年紀に、印欧語を話す諸民族の連続体（continuum）となっていた中部ヨーロッ
パのどこかであると想定されよう。この連続体の～部が南東に向かい、アカイア人となった。残
りの人々は二つの波となって南西へ向かい、イタリック語の二っの層を成した。その第一の波は、
恐らく、紀禿前第二千年紀の中程にボー川流域の湿原に腰を落ちっけた人々、すなわちテラマー
レの住人であったと思われる。後に半島の中で、エトルリア人の領地の先に登場し、ラテン人と
いう名で知られることとなるのは彼らのことである。第二の波は紀元前第～千年紀の初めにいわ
ゆるヴィラノーヴァ文明をもたらした人々で、彼らは次第にアペニン山脈沿いを南下し、オスク・
ウンブリア人と呼ばれる民族を構成することとなる。原著59ページの地図【原図7】を参照され
たい。
5．53ラテン語もオスク語及びウンブリア語もケントゥム語であって、初期には璽のごとき唇軟
目蓋音が保たれていた。だが、例えば疑問詞のquisKf何が播のようにラテン語がこれらの音を
保存したのに対し、対応するpisに見られるようにオスク語とウンブリア語はこれらを唇音に変
えている。爾者の違いは目にっきやすいため、重要視される傾向にあった。しかし、この語族に
属す様々な言語の歴史が示すところでは、＊kwから【p］への変化は例外的では全くなく、以下の
ような言語にこの現象が現れている。Lat．　aquaにRurn．　apaが、　Lat．　quattuorにSard．　battoroが
それぞれ対応しており、‡leikw6がGk．　lefpδ「私は残す」となったのはミュケーナイ時代の後で
あったはずであるK5．50参照、】。ゲルマン語とケルト語の場合にっいては後述する。
5．54オスク語とウンブリア語は消滅し、ラテン語に吸収されてしまったが、その若干の名残はカ
ンパニァ地方の方言にとどめられている。
ラテン語
5．55ラテン語が当初話されていたのは、ローマとその南方及び南東に広がるラティウムという名
の州であった。この言語はオスク・ウンブリアに類することば、特にサビニ語と直接に接触して
いて、これらの言語から多くの形態を受け入れた。サビニ人の農民とm一マ人の農民とが常に接
触を保っていたことは明らかであり、「牛」を意味する語はKLatX　b6sであって、その語頭には
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ラテン語ではなくオスク・ウンブリア語に期待される子音が現れている。ラテン語での「正則的
な」形態は“V6Sとなるはずなのである（92）。　V6S「あなたたち」という岡音異義語があったことも、
この借用が行われる潜在的原因であったのかもしれない。例はこれにとどまらない。「狼」の意で
再建される＊wl　k“osに対応するのはLat．1◎pusであるが、ここにはpが現れており、ラテン語に
期待される形とは異なる。この言語では＊kwは保存され【quと綴られ］るはずなのである。
5．56ラテン語は幾分か孤立しているように思える。【u一マのΣ北方4◎キロメートルのところに
ファレリイという名の町があり、そこではファリスキ語という雷語が話されていた。確かにこの
言語はラテン語にかなり近いのだが、母音間でラテン語が一b一となるところで一f一が現れる｛‘）3｝など
オスク・ウンブリァ語を想起させるような特徴をも持っている。伝説の伝えるところでは、この
町を建築したのは、後に自分達の名を冠したシチリア騎に腰を落ちっけることになる、シチリア
人であった。この点について残された文献の記述を信じるならば、シチリア語はかなりラテン語
に似ていたことになる。
ラテン・アルファベット
5．57ラテン語を記したアルファベットは、南イタリアのドーノア人に用いられていた形でのギリ
シァ・アルファベットから派生したものである。例えば、Hはアテーナイの場合のように母音
【［ε：］」ではなく、いわゆる「気音j【回Σたる子音を表した。ギリシア文字の三番目の文字【環
は【g］の音であるのに、ラテン語では【rから作られた］Cが無声【の閃】となったのは、エト
ルリア語の影響と考えられている。その結果、Cに手を加えたGという新たな文字を作り出す必
要が生じたのである。だが、【C閃と］重複するKが間引かれることにはならなかった。Qに
は常1こVが後続して用いられるが、この文字が保持された要因の一つには、例えば一音節のQVI
「何が」が同じ語の与格で二音節のCUIと区別され得るということもあったろう。伝統的な21文
字に、ギリシア語からの借屠語を表記する必要性から、YとZが付けカgえられた。古代において
は、文字の上でli］（フランス語のyoleのy）と［i］、【W］と［U｝の区別は行われなかった。ラテ
ン・アルファベットが他の言語、例えばラテン譜から発達したロマンス諸語、あるいはケルト語
やゲルマン語のような他のグループにも用いられるようになって、手直しがいくらか必要になっ
たのである。例えばゲルマン語ではVと書かれた母音lu］と区別するために、音節を成さない
【w】をVを重ねて表記した。また、cがスー音として発音される場合を表記するために、小さなz
［zεd］をその下に書くことが考案された。スペイン語でこの出っ張りがzedilla，　cedilla【原意は
「小さなZ」】と呼ばれているのはこのためである。母音と子音の区別を行うためにiとj、UとV
という異なる書体を各々別々に胴いることが考案されたのは、近代が始まってからに過ぎない。
これより以前には、uとvとを区別するためにhulleとvileのように無音のhが添えられていた。
問様に、ニワトコの～種を表すhi色bleはラテン譜のebulumに起因するが、　j色bieと読まれること
のないようにhが加えられている。後者であれば＊i6bleと綴られるのである。
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ロマンス諸語
5，58周知のように、ラテン語はローマ帝国の様々な部分で、地域の住民に取り入れられ、場所に
よって異なる発達をした。しかし、教養層は古典の規範を守り続けていた。ガリア北部において
地域語で文章が綴られ始まるのは9世紀からのことである。フランク王政によって、宗教的儀式
において古典ラテン語を復活させようとする試みが行われたが、民衆はすでに牧師の言うことが
理解できず、結局、説教は俗語で行うという規律が生まれ、ζラテン語と彼らのことばとは1善語
的にかけ離れていることが認識されたのであった。
5．59現代の様々なロマンス語をここで紹介することはできないが、それらの今日の状況はそれら
の印欧語としての性質を汚しているというわけではないことを忘れてはならない。西から東ヘポ
ルトガル語、スペイン語、フラシス語、イタリア語、ルーマニア語という五つの国家の公用語が、
初めからそのような地位、すなわちローマ文化の数少ない正当なる代表者としての地位を誇って
いたわけではないということだけは指摘しておかねばならない。若干の地域的方言を文語の地位
に高めようとする試みが何度も行われている。フランス語と、【南フランスのXオック語から発達
し、北の住人の政治的支配によって虐げられたピカルディー語とが長い間共存してきたことや、
イベリア判鶏ではレコンキスタ運動の各々の段階に対応して、ガリシア・ポルトガル語、カスティ
リァ語、カタmニア語が生じたこと、イタリアでは長い間ζシチリア方言とトスカーナ方言の問
で］文語の規範が揺れており、結局はダンテの権威によってフィレンツェ【：トスカーナ］方言
が優位となったことなどを思い起こして戴きたい。バルカン畢島のロマンス語には、少なくとも
三っの形態、すなわちルーマニア【・＝ダキア］のダコ・ルーマニア語（le　daco－roumain）、テッサ
ロニーキ北方のメグレノ・ルーマニア語（le　migl6no－roumain）、マケドニアのア・ルーマニア語
（1’aroumain）があり、これ以外にもイストラ半島にまで北上する痕跡がある。ダコ・ルーマニア
語が、ローマ軍によってダキアにもたらされ、カルパティア山脈内に保存されたラテン語の成れ
の果てなのか、あるいは南と西から到来したワラキアの遊牧民が入植したことから生まれたのか
は議論が分かれるところである。スラブ語及びゲルマン語と接しているフリウリ語やレト・ロマ
ンス語｛94）は、その保存に関してと岡じく、その起源に関しても大きな問題を呈している。地方的
方言は、特に政治的あるいは文化的立場を獲得できない限り、現代国家の力によってゆくゆくは
消滅してしまうものなのであろう。
ゲルマン諸語
5．60　まず初めに、言語学や歴史に関して用いられる際、ゲルマンというのはドイツとは全く異
なる意味であるという点を指摘しておきたい。英譲、オランダ語、スカンディナヴィアの諸言語
れっき
は歴としたゲルマン諮である。
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子音推移
5．61ゲルマン諸語がまとまりを成すことについては疑問の余地はない。これらが文証されるのは
比較的遅く、紀元後初期の数世紀からのことであるが、そのとき以来、主として子音体系が受け
た推移という事実によって、明確に特徴付けられている。この子音推移の結果生まれた相違を例
示するには、若干の英語の語とそのギリシア語とラテン語での対応語を比べてみればよい。father
「父親」のfは【Gk．X　pat6r，ζLat．蒸paterのpに、　heart「心（臓）」のhはkardfa，　cordis（属格）（9s）の
kやcに、tooth　r歯」のt一と一thは属格形（o）d6ntos，　dentis　（‘「°1のd一と一t一に、　know「知る」の【か
って発音されていた謡k一には古典語の語根一9fi6一のg（gnに、また、　what　r何」のwh一と一tはLat．
quodのqu一と一dにそれぞれ対応している。
5，62ドイツ語は新たな推移を経験し、その結累Herz（heart），　Zahn（tooth），　was（what）に見られ
るように、特に歯擦音のzとsが英語のtに対応するようになった【5．76参照Σ。
5．63ゲルマン子音推移と同様の現象は他の言語、特に既にζ5．24】概略したようにアルメニァ語
にも現れているが、この変化の起源と発達については述べておく価値がある。すべては、あたか
も声門の運動の開始が遅れるかのように生じる。つまり、声門を構成する声帯が接近し振動を開
始するのが、予想されるよりも遅れるのである。［ta｝を例に取ると、声、すなわち声帯㈹の振動
によって特徴付けられる母音が聞こえるのが、F　tasの場含のようにlt］が開放された直後ではな
く、一秒の何分の一か母音が発されるのが遅れ、その間に呼気が【声門をΣ通過するのである醐。
これはEtarの発音において行われることであり、この語の発音は〔tha：lK∵英音］と記される
ことであろう。しかし、英語におけるこの【気音の］時間【＝VO鷲は非常に短い。だが、デン
マーク語ではこの「気音」が特徴的で、tagerという語は［tha？if｝　｛’°G》と記される。【他方X［da］の
場合には、【声帯の】振動が子音の初めからすぐ開始されるとみなされる。Fda罫d【〔da唖とtard
蜜［重a畷の差異の本質を成しているのはζ初頭の子音の］まさにこの振動の有無である。Edartに
おいてはこの振動の開始は若干遅れているとはいえ、その【d］は部分的には有声のままである。
DaR．　daleにおいては、声帯の振動が始まるのが母音と同時となり、1d！は【窮と記される弱まっ
た［t］のように聞こえる。それでもdale［Ca：le】「下がるjとtale［tha：le］「話すjとの区別は保
たれており、爾者の弁別は主として気音の有無によってなされている。
5．64この様子は、あたかも現代デンマーク語において古いゲルマン祖語の子音推移がもう一度行
われようとしているかのようである綴Σ】。このような子音推移は、当然ながら、tとdばかりでな
く、kとgについても、　pとbについても生じた。巖後の音は恐らく印欧祖語には存在していな
かった音で、他言語からの借絹語以外にはほとんど現れない。帯気音はギリシア語に見られるよ
うに（’el）時を経る間に弛緩して摩擦音となるものである。【th］はEthinのthのようなIe】あるい
は［p］となる。周様に争はfph｝、次いで爾唇摩擦音の園を経て、最終的に用へと、張は
［kh］、後に［X］、すなわちG　achのchあるいはSp．　jotaの音へと、また聖は同じように｛）cw〕、す
なわちSp．3uanの初頭に聞かれるのと似た音へと、それぞれ転じる。語頭において図や［ズ】の
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音は弱まり、ついには聞こえるのは、「気音」と呼ばれる、開いた声門での呼気の摩擦音となった
と思われる。＊b鮎徳＊g“に関しては、声が失われた後に強まって［p】［t｝［k］［kw｝となった。
5，65子音推移が行われたときに、「有声帯気音」と呼ばれ“bh＊dh　“gh＊gvhと記される子音が正確
にどのような音であったのかはよくわかっていない。この推移が終了した後には、これらの音は
その調音の初めから終わりまで声を伴っていたらしく、また少なくとも母音間では口腔内で完全
な閉鎖は行われていなかったと思われる。このような賄声摩擦茎音はしばしばギリシァ文字［li
δγ門駕｝で表される。これらの音は、特に力を込めて発音した場合や、鼻音の後では、硬化して
【bdgg“】となることもある。鼻音の場合には口腔内で閉鎖が行われるものだからである。
Vernerの法則
5．66古いアクセントが語の第一音節に固定したアクセントに置き換えられる以前の段階で、“p
＊t　＊k　＊kwに起因する無声摩擦音〔φexズ】及びスー音　“sは、これらが語頭にない場合でその直前
にアクセントがない場合に、有声化してそれぞれISδγゾzlとなった。したがって、これらの
うち前の四者は＊bh＊dhぜ＊gw”のレフレクスと合一したのである。この結果、＊k単t6m「百」は
まず｛xuneEm】となった。語頭の【x－］は無声のままであったが、語中の［－e－］はアクセントの直
後ではなく直前にあったため有声化して［一δ一］となり、［－n－］と接触していたため硬化して［－d－］
となった。アクセントが第一音節に移ると語尾の［－am］は脱落した。語頭の囲は普通｛h－］と
なる。その結果生まれるのはhundであって、これはこのままの形で、あるいはhu曲ed爾の構
成部分として実証される。この一連の変化の定式化を行ったのはデンマーク人Karl　Vernerであり、
そのためこれはVbmerの法則の名で知られている。
5．67ゲルマン祖語に想定され、そして実際にゴート語に現れている子音体系は、機能の点で驚く
ほど現代スペイン語のそれに酷似している。以下の表に記したのは、各々のケースにおいてゴー
ト語の語とスペイン語の語であり、これらの語頭の子音はスペリング上互いに異なっているが、
同じ音を表している。
　｛f］fadar
　　　fuegO
［β藍b】　badi
　　　beSO
　［P】　paida
　　　padre
　［e］Paurp
　　　cerro
［δ］【d】　dalgs
　　　dedo
　［t］　　tai熱un
　　　tal
IX］［h】hePjo　IX－】［hw］hweila
　　　　jefe＊　　　　　　　　　　juego＊
［γ］［9】galWO　Iw］［7w］【gw】wa㎜jan
　　　gana　　　　　　　　　　　huesO
　［k］　　kara　　　　　　　　　［kw］　q藍no
　　　casa　　　　［kwl　cuanto
　　　　＊もっぱらアメリカ大陸で用いられる。
一 ww一のレフレクス
5．68歴史の黎明期においてゲルマン人は今Hのデンマーク、スウェーデン南部、及びそこからす
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ぐ近くの北ドイツの一部にいたものと考えられる。スカンディナヴィア半島にはその言語の一ww一
を硬化して一ggw一と発音する人々が住んでいた。　fiableという形容詞が新しく作られるまでフラン
ス語にはそのような【＝「信頼できる」という意味の］語がなかったのだが、この意味を表す語
は、長い問スウェーデン南部に住んでいた諸民族の言語ではGoth．£riggws、　Ols．　tryggr、　Sw．
trygg、　Dan．　trygとなっている。他方、デンマーク、シュレースヴィヒ、ホルシュタイン、メク
レンブルクに居住していた民族の末喬の言語にはg（g）が現れない。例えば、OFr．　triuwe、　E　true、
Gtreuのようにである。対応の女性形であるGoth．　triggwa、【OH］　G　triuwa、後のTreueは「休戦」
（treve）の意味でロマンス語に借用されている。イタリアには東ゴート人が、ヒスパニアには西
ゴート人がいたため、イタリア語とスペイン語にはゴート語の形が採用されており、gを持っ
treguaとなっている。フランス語にはフランク人の言語からgのないtriuwaが採用されている。
古いゲルマン語の二重母音iuでは、古フランス語の二重母音ieと全く同じように、　iにアクセン
トがあり、このどちらの言語でもuとeはあまり明瞭に発音されなかった。そのためtriuwaが
t配waの形で受け入れられ、そこから規則的にフランス言吾の重reve爾ができたのである。
東ゲルマン人
5，69スウェーデン南部にいて、－ww一を一ggw一に変えたゲルマン人の中には、バルト海を渡り、南
及び南東を目指した人々もいた。彼らの一部であるゴート人は、バルト海中央部のゴトランド島
から出たらしい。すでに彼らの足跡はヴィスワ掛河口付近と、その後今日のウクライナに確認さ
れており、彼らはそこでスラブ人の祖先を服従させた後、中部ヨーmッパを横切り、最終的にイ
タリア、ガリア南部及びヒスパニアに居を定めた。ブルグンド人はボルンホルム膓からやって来
た。この島は古くはブルグンドルホルム（Burgundrholm）【「ブルグンドの島」」と呼ばれており、
今日では政治的にデンマーク領であるが、物理的にはスウェーデンの一部である。彼らはライン
川中流域に至り、その地に、そして後には南西に進んでブルゴーニュからサヴォワにかけての場
所に王国を建設することとなるが、この王国はしばらくしてフランク王国に併含された。ゴート
人とブルグンド人の話していたのは、今日では死滅したいわゆる東ゲルマン語の一種であった。
この言藷ζ・・ゴート語Σは主として4世紀に行われた新訳聖書の翻訳によって知られている。そ
の翻訳を行ったのはWuifilaで、ゴート族が遠征を行った際、誘拐して来たカッパドキアの～族
のtli身であった。16世紀にフラマン人の旅行家が、当時のクリミアでまだ話されていたゴート語
の方言の単語を若干指摘している。
北ゲルマン人
570スウェーデンに居住していた他の人々は、その場に留まったり、あるいは海醸を渡ってデン
マークを獲得することになる。言語学では彼らの言語を北ゲルマン語と呼んでおり、彼らは後に
スカンディナヴィア人と呼ばれることになる。この語の中には、少々形が変わってはいるが、ス
59
アンドレ・マルチネ著9ステップから大洋へ一印欧語と「印欧人」－A（その3：第V蟻）
ウェーデンの南部の地方名スコーネ【Sw　SkSne】が含まれている。彼らの言語は3世紀以来ルー
ン碑文の形で文証されている。最古のルーン碑文は角に刻まれたもので、今目では失われている
が、lk　hlewagastiz　holtingaz　horna重awi60と再現され、「我、ホルトの子フレワガステKズ、この角
を作りし1と解釈される。Hlewagastizはhlewa一と一gastizの二っの部分から成り、前者はギリシア
語のkl60－s（＜kl6wo－s）F名声」（1°5）と対応しており、後者はEg瓢est、　G　Gas電にあたる。これはLat
hostisであるが、その意味は「客」（h6te）であって敵ではない㈹。
ルーン文字
Yh＞ドRく
f ueめ　a　ge　k
②⑨⑱⑧⑧⑩o⑱㊥◎
h
●
m
m
e
上に記したのがフサルク（futhark）と呼ばれる元々のルーン文字の初めの6つと12番贔
1の文字である・木の板に文字を刻み込むときに水物雛相と紛れてしまL’・わからなく
1なってしまうので水平の線を用いなくなったことを考慮すれば、1、4、5、6番目の文字
1はラテ・文字のF、A、R、Cから容易・・糊できる．2翻の文字はVを逆さま・・したも
iのであり・繍嘲が多くな・て1・…翻文字断・醜素に対応・ていな
iい。当然ながらギリシア文字のeに起因するのではないかと考えられ、これは光々は帯気音で
1あったが、紀元後の時代が始まった頃に英語のthinのthのように発音されるようになったと
　考えられる。
1　個々のルーン文字には名前が付いており、文字名の初頭音が変われば文字の音緬もそれに
　連れて変化した。例えば4番圏の文字は後代にアサ（エイシア、les・Ases）（tg’｝と称されること
i
　になる神族の名で呼ばれていた。この語の古い単数形は［ansaz］であったはずである。北ゲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
ルマ・諸旛においては1－S－］の前で圖力個となるため｛’°s’　・・の謝【・・az］となり・1
4番目のルーン文字は長い問同（フランス語ではanと壽かれる鼻母音化したla］）という音
師を持・ていた・そのた塀賭でなし個をどのように表記するかカミ問題とな・た・そこ
I
l
で登場するのが12番霞のルーン文字である。この文字には～駕という意味のlja：ra］という
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
名が付いていた。この語は＊yero一に起因し、英語のyearやドイツ語のJahrもここから生じて　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
いる・上記4・25に述べた一ラーC・ついての第瞳原註鯵照の・と・ス・・デ・ナ州
アでは語頭の繊（フランス語ではyで表される）が脱落してしまうため、この語は［a：ra］　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
（デンマーク語とスウェーデン語蓋r）となり、したがってこの名を持つルーン文字が普通の｝
［a］を表すのに用いられるようになったのである。
5．71ルーン文字はイタリアに現れた数多くのアルファベットの一つに起源を持っていることは間
違いなく、最近の分析によればマグナ・グラエキアのドーリア人のアルファベットに遡るとされ
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る。ルーン文字は水平の線を全く用いないという点が、その南のモデルとの大きな差異である。
例えばTの縦棒はそのままだが、この棒を頂点として上の線は斜めに下がっている：1。これは、
石に刻む以前に、ルーン文字を木の板に刺み込んだからだと説明されている。木の木目と直交す
るように縦の線を刻めば、その線はよく晃えるが、水平の線は木目に紛れてしまうのである。こ
のような板にはぶな（GBuche＞が用いられたため、ドイツ語では今日でも文字のことをBuchstabe
と呼んでいる。古英語ではb6cがぶなのことも本のことも表したし、ゴート語ではbokaは文字の
ことで、その複数形bokOSは「本」の意味となった。
5．72それから五百年ほど経って、当時ヴァイキングとして知られていた北ゲルマン人はノルウ
ェーの大部分を手中にした後、ブリテン諸属と英仏海峡の沿岸部に侵攻し、アイスランド、イン
グランド、ノルマンディーに定住し、後にはシチリアにまで侵攻した。他方、東方ではビザンツ
に至るルートにルーシ国を建設した。ルーシ人RusTという名称はここに由来する。フィンランド
語でRuotsiは「スウェーデン人」の意なのである。
西ゲルマン人
5．73－ww一を硬化させなかったゲルマン人は当初ヴェーゼル川とオーデルJIIの問のデンマークとド
イツの沿岸部に居住していたが、何世紀かを経る聞に次第に南と西に拡大した。そのため、言語
学では彼らの書語を西ゲルマン語と呼んでいる。紀元前II世紀にキンプリ族とテウトニ族が行っ
た劇的な民族移動にっいてはすでにK2．1唖述べた。この時代からゲルマン人とケルト人はチュー
リンゲン付近で接触していたと考えられよう。しかし、その礁後に拡大が行われた。ゲルマンの
スエヴィ族は、その長アリオウィストゥスに導かれてガリアに侵攻しようとしていたところをカ
エサルによって行く手を阻まれた。スエヴK族はその後ドイツ南西部のシュヴァーベン地方にそ
の名を残している。m一マ帝国滅亡後はスエヴィ族はイベリア半島のポルトガルにあたる地域に
まで到達している。北西にはゲルマン人はかなり早期にマース潤河口付近に至る北1餓合岸部を占
領しており、ここではバタウィ人の名で呼ばれていた。
アング臼・フリジア人
574北海沿岸の諸民族は後にアングロ・フリジア人と呼ばれるようになる。5世紀に大ブリテン
島の南東部を占領することになるのは彼らである。言語的には硬口蓋化した［k］が財醐を経
て圖となることが特徴である。例えば教会の意ではGk　kgri（a）k6R注の（館）」が借絹された
が、これは英語でchurchとなっている。他方、デンマーク語ではkirkeであって、ここからスコッ
トランドの教会を表すE　Kirkが出ている。　G　Kircheでは二番目のkがドイツ語に特徴的な扱い
ζ5．76参照2を受けている。Lat．　caup6「（居酒屋の〉店主」からGkaufe澱r買う」°ie｝やE　cheapが
できている。この英語の語はロンドンのCheapsideと呼ばれる一画（原義は「市場界隠」）やもち
ろんcheap（原義はf（よい）取り引き」）に冤られるものである。もちろん借用語以外でも同様の
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取扱いがなされており、例えばchin「顎」に対応するのは同じ意味のG照nnや、　Lat．　genaと悶
じく「頬」の意のDan．　kind、　Goth．　kinnus等である。
フランク人
5．75海の民【・ヴァイキングΣが大ブリテン島を属州化すべく出立する礁前に、彼らの背後と南
方にフランク人の連含が形成された。m一マ帝鼠の国境が後退しようとしていた5世紀への変わ
り目頃、フランク人はライン川の北部平原流域あたりにあった。その以前より彼らがその届の左
岸地域に自由小作人として居住していたことは確実である。5世紀初めから、彼らは大挙して西
に移動し、占拠した土地に深く根を下ろした。彼らの中心的な都市は最初トゥルネーであったが、
その後ソワソンとなり、最終的にパリとなった。フランク人の首領クロヴィスが行った偉業に、
住民のm一マ・カトリックへの改宗がある。地元の住民は以前から名ばかりはキリスト教徒で
あったが、他のゲルマン諸種族の影響から異端のアリウス派（111）の信徒だったのである。この改
家によってガロ・m一マ人と侵略者Kたるフランク人慧との混交が促進されることとなったが、
これは、ほぼ同じ時代にヒスパニアにおいて、新参者である西ゴート人が数世紀来それ以前の入
植巻と一緒に住んでいながら、その住民の各々の勢力が固有の習慣を守り通していたのとは対照、
的であった。フランク人はガm・m一マ人と渾然一体となっており、かっ軍事に長けていたため、
同じく帝国内に侵入した他のゲルマン諸種族よりも忽ち優位に立つことができたのである。西方
では、ボアティエ近郊のヴイエ（ヴーグレ）で西ゴート人を打ち破り、南東方向には、ブルグン
ド人を制圧する。今日のボン近郊の、いわゆるトルビアックの戦い【5．環で、新たに登場したア
ラマン人を敗退させる。アラマン人はライン規中・上流のシュヴァーベンに拠点を得て、最終的
にフランク王国に併合される以前には、今日のアルザスとスイスにあたる地をも占拠した。フラ
ンク人はまたフランクフルト（マイン用の「フランク人の渡し場」の意）を越えて東方へも領土
を広げ、中部ドイツ、特にフランケンを獲得する。彼らはまた後のカロリング王朝時代には、ア
ラブ人をヒスパニアにまで押し戻し、カタロニアのレコンキスタの口火を切る。他方イタリアに
も侵攻し、当地で東ゴート人の後を受けた他の西ゲルマン人であるランゴバルド（ロンバルド）
人と遭遇し、シャルルマーニュ（カール大帝）はm一マへ髄き西ローマ帝国の皇帝として戴冠す
る。北東では、海の民とともにアングリア征服に向かった別のゲルマン族であるサクソン人の残
党をも取り込むこととなる。
高地ドイツ語
5．76ドイツのゲルマン人のもとで、第二次子音推移と呼ばれる、言語の上での新たな変化が生じ
た。「すき」は£plough、　Dan．　plovに対してG　Pfiug、　E　tell、　Dan．　taleに対してG　zahlen　clt2）、　E
two、　Dan．　toに対してG　zweiとなっているのはこの変化によってである。フランク人は、その
敵たるサクソン人や大ブリテン島の移民と同様に、古い子音を保存している。このことはフラン
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ス語がこの言語から取り入れた借用語によって明らかとなる。「神の審判」の意のordalieには【O】
E・ordtCl、今日のordealと岡じく一d一が保たれているが、起源が同じG・Urtell「判断」では一t一が現
れている。この変化を初めに生じたのはスイスのアレマン人である。彼らはpを【p月に、tを｛ts］
（zと書かれる）に「爆発」（6clater）させたばかりか、　kもパリっ子にはkrのように聞こえるkch
（Gachのchを伴う）と発音したのである。ランゴバルド人もこの推移を経験しており、例えば
It．　zanRa　l珊（’13｝にはGZahn（歯】と同じくzが現れている。このようにして、北部平漂の低地
ドイツ諮と、起伏に嘉んだ地域の高地ドイツ語とが区別される（’1“｝。前者は、その西の変種たるオ
ランダとベルギーのオランダ語（11S）が含まれ、ベルリン及びその先にまで広がっている。後者に
は中部及び南ドイツ、オーストリアとスイスが属している。今日の公式のドイツ語は中部ドイツ
の用法を基礎に、幾分か雑多な要素を取り入れて作り上げられたものである。元々は実務用の言
語として用いられていたのだが、ルターが聖書の翻訳に用いたため確固たる地位を獲得した。
フランク王国の二雷語併用
5．77フランク人と北方のガロ・m一マ人が混住していたことから、長い間二言語が併馬されるこ
ととなり、その痕跡はフランス語にもドイツ語にも残されている。例えば、Lat．　altus　r高い」は
＊aut一の形でガリアに至り、これと同じ意味のゲルマン語の形態がhauh一ζC£G　hochjであること
から、後者の語頭のh一が＊autに付け加えられてζ鷲hautができあがった（116）。南フランスでは
Auterive働に冤られるように語頭にhは現れないし、サヴォワではhが綴られるものの、　de
Hautevilleではなくd’｝Hauteviile　｛ii8）のように発音される。また、英語で例えばfor　my　sake「私の
ために」におけるsakeには（利益となる）「原麗」（cause）以外の意味などあったためしがなく、
thing「物（chose）」と混同することなどありえないのに、この語と起源を同じくするドイツ語の
Sacheは「物（chose）」の意味で控えめに言ってもDingと同様に用いられている。これは、長い
間causeとchoseが岡じ単語の別形に過ぎなかったフランス語の事情に｛119｝、ドイツ語が倣ったた
めであろうと考えられるのである。あるいはまた、フランス語でもドイツ語でも「人」という語
の主格が不定の人の意味で用いられている。すなわちLat．　hom6に由来するF　on、ド男」を表す
Mannと区別して用いられるGmanである。英語にはこれと類似する現象はない。
5．78アングロ・サクソン人と総称されるアングリアのゲルマン人に関して言うと、彼らの言語は、
その島の先住民たるケルト人の言語から多くの影響を受けており、それはこれまで長い聞考えら
れていたよりも根深い。その後、ノルマン人の征服X2．9参照】の後に長いK英仏］二言語併用の
時期が訪れる。現代英語の辞書にはゲルマン語起源の語彙よりも、はるかに多くのフランス語あ
るいはラテン語起源の語彙が載せられている。ただし、前者の譜彙のほうが文中での使絹頻度は
高い。
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ケルト諸語
5．79これまでもケルト人については何度も触れる機会があり、彼らの言語の最も際立った特微で
ある、語頭及び母音間でのpの脱落についても言及した。印欧視語におけるpの使馬頻度は高い
ため、その消滅はかなり目を惹く現象である。西方の諸雷語において、橋が作られる以前に藍掲
を渡るのに］日常的に利用されていた浅瀬は、副詞per「～を通って」から派生した＊p；to一で呼
ばれていた。ゲルマン藷ではこの語は例えばOxford「紅原義は選牛の渡し場」にも見られるE　ford
や、上ζ5．75，5．76聾で触れたように一tを持っG　FrankfurtζのFurt］に至っている。ケルト語では
この語は発達の規則に従い＊rlto一鶴となり、この中性名詞の複数形＊rltaは、多くの渡し場があっ
たに違いないヴィエンヌ川沿いの都市リモージュの古名であった。この語はシャンボール（Cham－
bord）の中にも見いだされる。この地名は“camborito一に由来し、元々はJllの湾繭部にある浅
瀬を表した（1：1）。これと類似した地名にCambrldgeがあり、これは元々同様の場所にある橋を表し
た。アルル（Arles）の古名Arelateがギリシア語のpara÷piat丘sに比定されることも想起されたい
【4．4参照】。中部ドイツの大森林は古くヘルキーニア（ヘルシニア）KHercynia（silva）］と呼ばれ
ていたが、ここには＊perkWus「楢、樫」（122）の古いp一の最後の痕跡たるh一が現れている（1xa）。対応
するGoth．　fairgunlは語頭に規則的なf一を持ち、「山」を意味する。「山」と「森」はしばしば混岡
されるものである。また、＊uper「上に」から一p一が脱落して“wer一が藍3．11参照聾、他方“upo　f下
に1から同じようにして＊wo一が構成される。これらはそれぞれギリシア語のhu緯とhliP6に対
応するが、その語頭のh一が本来的な要素かどうかはよくわからないζCf．3．11］。
5，80歴史の黎明期にケルト人がいたと考えられるのは、最北部を除く今日のドイツ、及びボヘミ
アとオーストリァであった。この地域から彼らは紀元前第一千年紀の初め頃膨張を開始し、主と
して西進して後のブリタニア、ガリア、ヒスパニアに達した。他方、南と東にも歩を進め、北イ
タリアにも、ギリシア遠征の後には小アジアにも至り、そこではガラティア人の名で知られた。
5．81ケルト人の言語には古くはbの音がなかったため、一般に＊gwがbに転じた。牛の呼び名で
あるIr．　b6　X［bo：】］、　Br．　buec’hに見られるごとくである｛124）。　pが失われた時点で、その占めて
いた位置が空き間となり、群gw＞btl並行した＊kw，“kw＞pという変化が可能となった。実際
にこの変化は生じたのだが、それはケルト語の領域の中の一部のみにおいてであった。例えば、
La£．　qliattuor「4」に対応するOW　petguarにp一が現れる反面、　Ir．　cethir　｛！”｝にはc－←［k］）が生
じている。また、馬はガリアの人名にepaとして現れるが爾、アイルランド語ではech（〈ek－）σ27）で
ある。誉語学ではこのようにしてひkw，＊kwを保持する］Qケルト語あるいはゴイデル諸語と、
【”’kw，＊kwをpに転じる1　Pケルト語あるいはブリトン諸語とが区別され、今日において前者は
アイルランドとスコットランドに、後者はウェールズとアレモリカに位置する（128）。ガリア語は
ヂP語」とみなされ、あまりよく知られていないヒスパニアのケルトK　＝＝ケルト・イベリア慧語は
「Q語」であったらしいため、“kwを保ったag－一の波藍のケルト移民コが甚だしく酋進してアイル
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ランドやヒスパニアに至ったのに対し、「p語」の話し手であった第二の波はそこまで西に向かう
ことなく、ガリアや大ブリテン島に留まったと考えられることも多い。しかし、上記のようにガ
リァ語が一様にFP語」的であったわけではなく、［k”」と｛p｝とが長い間にわたって同一音素の
多少とも個人的なヴァリアントであったという想定も可能である。
辱軟口蓋音
5．82【kwlや［gw］のような醤軟口蓋音はとても不安定で、ちょっとした刺激ですぐIp］や［b］に
変化しやすいと考えねばならない。この点で示唆に富んでいるのは、多くの言語に現れる海綿を
意味する語のケースである。恐らくはその本来的な祖形は”SttWongh”0一であり、これは強意のため
に岡じ子音を重ねた形であって、泥やきのこ、あるいは例えば辱等の粘膜のように押せば凹む、
軟らかい素材でできたかたまりを表していたと思われるIifaRl。これにs一が添えられることもあっ
たであろう。その要素がどのような価値を持っていたのかは不明だが、”tegδ～＊stegδ（｝29｝1私は覆
う」にも見られるようにこの添頭は頻繁に行われる。したがって出発点は＊ghWongh“O一あるいは
＊S－ghWonSlwO一だが、－Oの代わりに末尾を一fiにした「女性の」形態もある。二っのぜwのうちの～
方が他方に異化されて、片方が“bhに転じることも起こり得る。前者が異化すれぱ“sb”ongl“oが得
られ、これはギリシア語のsph6ggos（すなわちsph6ngos）に実証される。また、　sp6ggos，　spoggia〔1・sc’｝
の形もあり、ここからラテン語の対応形竃spongia］が借胴され、さらにそこからFξponge、　E
spongeが得られる。＊bhに転じるのが二番鷺のぜwの場合には、＊ghwombl’o－、＊ghwo酌h蕊働となり、
後者からRguba「屡」及び「海綿」が得られる｛132｝。これにs一を加えれば＊s－gh“ombho一となり、そ
こからGmc．＊swamb－、さらにGSchwamm（ヂ海綿j並びに「きのこ」）が得られる。　Dan．　svamp
（r海綿jと「きのこ」）やEswamp「湿地」もこれと並行した形態であるが、－b一の代わりに一p一が
使われている。第～音節の母音を縮減させた＊s－g“Wrpbh一は＊swumb－、後に＊sumb一となり、－b一を
一p一とした＊sumpを経てG　Sumpf「湿地」へと鋼達する。　Gk　somph6s　r海綿質の」で1ま語頭で特
殊な処理が行われた。
5．83上記のような異化が行われる場合と逆に、讐音が間隔をおいて後続する讐軟口蓋音に同化す
る場含もある。Lat．　quercusギ檜、樫」は家querquusに由来するが、後者はさらに上【5．79］でヘ
ルキーニアの森にっいて述べた際に登場した＊perkWusに遡る。ギリシア語のp6nte（＝＃penkWe）　［5」
と対比すれば、Lat、　q面｝queに岡様の現象が起きていることがわかる。嗣じ意味の【0Σ歎c6ic働
も二っの＊kwを持っ形に由来している（134｝。
緩籍化
5．84ケルト諸語はすべて紀元前の時代から緩音化（lenition）と呼ばれる作用を受けた。これは母
音にはさまれた位置での子音の弱化現象のことである。このプロセスはロマンス諸語の例を使っ
て説明することができる。Lat．　sonatorギ音を鳴らす者」を例に取ると、そこに現れるtはR．
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sonatoreでは保存されているが、　Sp．　sonadorでは非常に調音の弱まったd（E　thisのthを弱くし
た音）に弱化している。F　sonneurでは弱化がさらに進んで、問題の子音が消えてしまっている〔’3s）。
5．85緩音化が生じるのは、重子音（gEmin6e）、すなわち母音の間で同じ二つの子音の連続が数多
く存在する言語においてである。多くのフランス人はillusionの1やsommetのmを重子音として
発音している。言語発達の事実が示すところによると、ある言語において重子音の数が相当に増
えて、その結果一atta－・のような連続が一ata一と闘じ頻度に達したり、あるいは例えば一asta一のよう
な他のあらゆる子音連続よりもはるかに頻繁に生ずるようになる、というような状況も起こり得
る。頻度が高ければその情報量は少なくなるのであるから、人々は知らず知らずのうちに、過度
に頻度を増した重子音の調音に要するエネルギーを減ずる傾向が生まれる。－atta一は一ata一に近づ
いて行くのである。他方、相互理解の必要性は相変わらず存在し、例えばフランス語で言えばIa
denthad21　Xその歯】と恥dedansβad酬【その中に】、あるいはil　a　p∫1磯apri亙彼は取った】と1｝Pa麺s
！illapri1【彼はそれを取った］とが混同されてはならないのであるから、同じ位置、すなわち母音間
にある単純子音が同時に弱化しない限りは、重子音も弱化しようがない。っまり、かっての一ata一
が、上記の言語の場合のように、－ada一とか、　E　thinのthを含む一atha一とかに変化して初めて、
－atta一は一ata一に変化し得るのである。
5，86緩音化はケルト語における古い現象である。その痕跡はガリア語の碑文にも見られ、ギリシ
ア語での名称kemenoi｛e36｝のmが【フランスの】セヴェンヌ曲脈（C6venRes）のvとなっているわ
けを説明するには、他ならぬこの現象を引き合いに出さねばならない。西ロマンス語に晃いださ
れる緩音化現象は、ラテン語を覚えたケルト語を話す民族の習慣に影響を受けた結果とも考えら
れる。だが、緩音化は多かれ少なかれどこでも、例えばヘブライ語やフィンランド語にも晃られ
る現象である。この点でケルト語に特徴的なのは、かっては実際に行われた音声的プロセスであっ
た緩音化が、様々な言語の文法の中に痕跡を残していることである。フランス語にこれと罰じよ
うな現象の痕跡がリエゾンという形で兇られるが、これは偶然ではありえない。例えば、Lat．
（il）las　feminas「これらの女たち」はF　les　femmesとなり、これは非常に古い時代には書いてある
通りに、すなわち【les　femes】のように発音されていた。（il）los　infantesはles　enfantsとなり、かっ
ては母音間のsを［z｝に緩音化させて［lez§f2s］と発音された。今日ではles　femmesのsは発音さ
れなくなったが、les　enfantsの〔z｝は相変わらず残っている。ケルト語では齢用の多くの特徴が
これに類した方法で表示されるのである。例としてアイルランド語のbeatha「命」という語を取
り上げてみよう。これはuisge　beatha（117｝「命の水、ウィスキー」という複合語の要素の一つであ
る。この語は今Bでは【biαhel醐と発音されるが、綴りは非常に古風で、　i2世紀当時の発音を写
している。この語の前に三人称の所有代名詞a【e］“his，　her，　their”を加えるとすると、　a自体は
形を変えないのに、所有者が男か女か複数かでbeathaの初頭音が変わるのである。所有者が男で
ある場合には、英語で言うhls　Hfeはa　bheatha［e　v；αhe｝である。女性の場合、　her｝Nfeは初頭音が
そのままのabea重haで、したがってIa　biahe］｛139｝と発音される。所筍者が複数のときはieur　vieす
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なわちtheir・lifeはa・mbeatha〔e　m‘aho｝である。ここで言う所有代名詞とは、実は古い人称代名詞
の属格形であって、したがってフランス語で言えばそれぞれde・lui，　d’elle，　d’euxに相当する。男
性形の属格は、ラテン語でもこの格がしばしばそうであるように、元々末尾に一iを持っていた（1”°｝。
したがってbeathaの初頭のb一はかつて母音にはさまれており、規則に従って調音が弱まり【β】
（Sp．　la　vaca「雌牛」のvの音）となり、後にこれが普通のIv】となったc141｝。女性形の属格は元々
－sに終わっていた。Lat．　pater　famili5s「家長」〔14z）の場合と同様である。前にこの一sがあったため
にbeathaの初頭のb一は保存されたのである。複数では、属格の語尾はLat．　h◎minum「人々の」
にも兇られるように一mに終わっていた‘1‘3）。こうして生じた＿mb＿という連続は、この言語に
ある他の一mb一と同様に扱われ、　m一に単純化された働。
5．87これと同様に、ブルトン語の「父親」を表す語は、その文法的分脈によってtad，　zad，　dad
の何れかの形を取る。これは幼児語に起源を持つ、古い＊tataに曲来し、恐らくはE　dad，　daddy
もこれに遡る。
ケルト語の残存
5．88南のローマ人と北と東のゲルマン人にはさまれ、ケルト人の領土は漸次縮小して行くことに
なった。これまで畏い間、ガリアはゲルマン人が侵入してくる以前に完全にn一マ化されていた
と考えられていた。今日では、大陸内でもアレモリカのような周辺部やスイスのような到達困難
な場所ではケルト語が生きながらえたと考えられるようになってきている。アングロ・サクソン
人の圧力にさらされて大ブリテン島のケルト人は西に移動し、あるいはその一部は英仏海嫉を渡っ
たが、そのとき以来ブルターニュと呼ばれることになる地域において、彼らはガリアのケルト語
を相変わらず話していた住民に出会ったのである。ブリテン島から新たにやって来たケルト人は
南部よりも北部に多く定住し、彼らの話す島蝦ケルト語を押しつけることとなったのであろうが、
げルターニュ南部の1ヴァンヌのあたりは例外であって、そこでは大陸的な形が保持された。プ
ルトン語の【4］方言のうちの3つは頭文字がKLTであって、すなわちカンペール、レオン、
トレギュの諸方言であるが、これらは何れもウェールズ語と同じく次末音節にアクセントを持っ。
他方、残りのヴァンヌ方琶は最終音節にアクセントを持っているのである。
5．89今日、ヨーロッパ西部のケルト語が話される諸地域ではすべて二言誰が併溺されている。す
なわち【フランスのブルターニュ地方ではXフランス語とブルトン語、【連含王国のウェールズで
は1英語とウェールズ語、【スコットランドでは」英語とスコットランド・ゲール語というように
である。アイルランドではアイルランド語が公式に国語の地位を獲得しているが、この言語も全
土に及んでいるわけではない。19世紀の中頃に大飢鰻によって人口が激減し、また住民は大挙し
てアメリカへと脱出してしまったため、それ以来アイルランド語の話し手はこの島の西の周辺の
農村住民に限られたままなのであるC1“S｝。
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卜力ラ語
5．90それは20世紀に印欧語学者が経験することになる最初の驚きであった。中国領トルキスタン
で、普通はA，Bと呼ばれている二っの異なる方言で記された文書が発晃され、次いで解読され
たのだが、これは印欧語の再建に大して影響を与えるものではなかった。この言語が印欧語であ
ることはかなり容易にわかった。つまり、櫨語の概念を変え得るような新たな要素はこの言語に
はほとんどなかったのである。この言藷が記された時代はかなり新しく、紀発7世紀のことで
あって、そのため語彙はかなり新しくなっていた。この言語が想像力をかき立てたのは、特に、
上述したように【5．12】これほど東方にケントゥム語があろうとは予期されていなかったからで
あった。彼らがこの地方にまでやって来た理由については、仮説さえも試みられていないようで
ある。インドに起源を持つ書記法が用いられていることから解読は容易であるが、その書記法は
この言語の音韻体系にあまりよく合っていない。そこには、例えばt，d，　dhの系列をすべて問じ
～っのtにしてしまうというように、子音の三系列を混同するという非常に特殊な発達が行われ
た形跡が現れているのである。言ってみればこのような混乱が生じた代わりに、スラブ語や、領
域の反対側のアイルランド語に見られるのと似た現象が行われている。っまり、藍子音＋母音とい
う連続において至母音の音色が子音に及んで、母音自体は弱化してしまうという現象である。母
音が消え去ってしまえば、子音の総数は原則としてもとの三倍の数となる。tati，　tata，｛atuという
三つの形を例にしてみよう。tatlではiの調音が先取りされてtatiとなり、tatuからはtatUが、　tata
からは単純なtatがそれぞれ生じる。このようにして【硬口蓋化音の］！t‘1，ζ唇軟口蓋化音の］　／t”f，
ζ中立的なΣ／t1の三つが区別されることとなり、いわばこれによって、かって行われた無声の＊tと．
有声の＊d及び帯気音の＊dhとの区別が失われた穴が埋められたのである。トカラ語に想定される
このような発達は文証される言語状態の時点ではすでに完了してしまっているが、奇異に思える
母音変異（例えばGk．　gomph6sに対するkeme「歯」）や、　Gk．　hgpnosやSkr．　svapnasに対する
9pane「眠り」でpとnの間に母音が現れていることに見られるごとく、母音が予期されない位置
に置かれる現象が、このような想定によって説明されるのかもしれない。
ヒッタイト語
5．911917年に解読されて知られるようになったヒッタイト語はK前述のトカラ語の場合より繍
はるかに大きな反響を比較書語学に与えた。これは紀元前第二千駕紀に小アジア中央部にあった
【ヒッタイト］帝国の言語であった。ヒッタイト人は、シュメール文字に端を発し、襖形文字と呼
ばれるアッカド（あるいはまたアッシリア・バビロニア）の文字を用いていた。そこでは各々の
文字は粘土版の上に先の尖った棒を押しっけてしるしを一定数付けることによって書かれていた。
これは表意文字と音節文字とで構成される混合システムであった。言語が異なっても、表意文字
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は間じ概念を表す。例えば、8という数字は表意文字の～種であって、その形態がvosem1，　acht，
huitと言語によって様々であっても、ロシア人にもFイツ人にもフランス人にも理解される。シュ
メール語やアッシリア・バビロニア語を読める人は、ヒッタイト語のテキストの中の表意文字が
どう読まれるのかはわからなくとも、その意味が簡単にわかった。他方、そのような人はその意
味はわからなくとも、音節文字を発音することはできた。ヒッタイト語が印欧語であるという仮
説は蓬後に叢正しいことが判明したが、この仮説によって、内容がわかっている分脈の表意文字
にも助けられ、このような発音される要素K・＝音節文字の部分茎の素性が解明されたのである。
5．92トカラ語と同様にヒッタイト語もケントゥム語である。しかし、ヒッタイト帝国のほうが
ずっと西に位置していたため、この点はさほど驚くべきことではなかった。この言語と当時まで
再建されていた印欧祖語とを直接結び付けるのに時間がかかったのは、その表記法の性質上、’一
連の語の形態を同定しにくかったことも一つの原因で、深い断絶があるように感じられたからで
あった。実際、この書語は、印欧語族に属す他の語派が分離するよりも、ずっと以前に共通の幹
から分かれたように思えた。男性と女性が区別されないことや、他語派と悶じ形式的要素が見い
だされる動詞の活閣において、かなり特殊な簡略化が行われていること、また他の点では、実際
にはそれまで全く文証されていなかったが、古い時代の祖語を再建する際に、代数的な考察に
よって想定されるようになった音素の一部が保存されていること（14fi）、これらすべての点でヒッタ
イト語は他と～線を画している。また、このような特徴を持つのはヒッタイト語だけではないの
である。同じ頃、アナトリアには岡じような印欧語が他にもあり、その中でも最もよく知られて
いるのは、ヒッタイト語と岡じく襖形文字で文証されるルウィ語である。その他にも、リュキア
語やリュディア語があり、これらはアルファベット式に表記され、古代からよく知られた民族の
言語である。これらの解釈には問題がある。
5．93ヒッタイト語は閉鎖音に二類、恐らくは無声音と有声音の区別を持っていたらしい。だが書
記法の欠陥のためにこの区別は語中でしか表示されない。すなわち、ほぼ一定して文字を重ねる
場舎と一文字だけを記す場合とがあり、その後者が他の諸言語の有声音にほぼ対応しているので
ある。この点その他に現れているように、ヒッタイト語について現時点で我々の持っている知識
は確固としているとは書い難く、もっとよくまとまった、よりあいまい度の小さな表記がされる
欝語のケースと岡じだけの確実性を持って主張を行うということは困難である。しかし、この非
常に特殊な言語を知ることによって、他の諸言語のデータを解釈する際に、研究者にはある程度
自信が得えられたのである。
文献案内
5．94本章で行った主張や提案のそれぞれに文献の支持を付け加えて、それらの裏打ちをしようと
しても徒労に終わるだけであろう。ここには、著者が六十余年の長きにわたって、文献、あるい
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は箸者の師にあたる方々及び岡僚諸氏からのご教授によって得られた、非常に幅広く様々な要素
が纏められているのである。ただし、そこには再考と、著者自身の流儀での再解釈が加えられて
いる。例えば、ゲルマン諸方言相互の関係のような特定の一点に関しても、今世紀の間に見解に
は多くの進展が見られ、二十年代に著者のソルボンヌでの師Paul　Verrier先生の講義を受けたこと
から始まって、二年前にシカゴで同僚であったWltold　Manczak氏から伺ったお話まで、私の意見
に影響を与えた書物や教えをすべて引用しようとしても全くきりがないことであろう。以下に記
すのは、普通の辞書や、上記第四章の註で触れたものを除いて、著者が形態や見解を確認する際
に常に手元に置いておく著作のみである。
T．BURROW，7アie　Sanskrit　Languα8e，　Londres，　s．　d．
A．LESK毘N，　Handわt‘ch　der　alめu！8αr’5clz8’z　SpraChe，6e　6d．，　Heideiberg，1932。
A．毘SK肥N，　Litauisches　Lesebuc’z厩∫（7ra〃〃natik　und　Wdirteめuch，｝leidelberg，1919．
Antoine　MEILLET　e重Jules　VENDRY£S，　Trait6　de　grammaire　co〃tpar6e　des　lan8ues　classigues，2e　6d．，
Paris，　1948．
Ho】ger　PEDERSEN，　Tocharisch，2％d．，　C◎penhague，1949．
Edgar　H．　STURTEVAN気　A　Comparative　Ora’n’nar　cゾthe　Hittite　Lαngua8e，　Phi璽adelphie，　1933．
Rudolf　THURNEYSEN，1ノ⑳zdわuch　des、41tirischen，｝｛eldelberg，1909．
原註
【ll以下の部分を理解して戴くために、原著p．120【第W童】の図表を参照されたい。
【21その禎形についてはGlossologia，アテネ，3（1986）に掲載予定【∵当蹴のLa　phon6tique　des　mots
　　expressifs　；Ie　cas　d’6pongeに詳しく触れてある【環時点で訳者未冤Σ。岡所では、祖形はtraiRtrain【だら
　　だら・うだうだ】やgnangnaflζめそめそ・ぐずぐず（の人）】と同じような反復形であって、その二つの
　　音節の各々の初頭子音はg”wで、その前に鼻音が付随していたものとして再建している。以下、原著p．
　　169－173【9．112－9．125」を参照。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳註
（1）3．11、III章訳註4参照。
（2）496年、メロヴィング朝三代目クロヴィス（5．8参照）が西ゲルマン系の混成部族であるアラマン人を撃破
　　した戦い。この勝利によってフランク王国はライン川中流域にまで領土を拡大した。Tolb三ac（ドイツ名
　　ZUIpich）はボンの西方20キmメートルほどのところにある町の名である。
（3）周知のように、一般的には東ゲルマン語の下位グループが設定される。
（4）井上（1986：1－34）にこの問題の研究史が手際よく纏められている。概略的には例えばMareS　（？＄山訳1995）
　　に付した訳識2等を参照。
（5）原著には前提知識を持たないフランス人読者のために、ken’toumと発音する旨が記されているが省略し
　　た。私見ではkennetoumeあるいはquennetoumeとでも記した方が筆春の意図に合う。
（6＞　一般的には｛sgtom］と表言己される。
（7）1．34に記された主義により、原著春は1月を［9］で表している。
（8）以下で適当と判断した場合にCS　sifflante「スー音」を「歯擦音」と訳した。
（9）原著者は歯摩擦音の歯間音と歯裏音とのヴァリアントを厳密に区別しており、それぞれ嗣［e］で表記し
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　　ている。IPAではそれぞれ【θ】［Q］と表記できる。
（10）ラテン語のc【k］は前舌母音1，eが後続するとき硬口蓋化を受け、フランス語では【tslを経てIs｝とな
　　るが、綴の上ではcが保たれる。また、恐らくこの硬口蓋化が終了した後に、aが後続するclk］が新た
　　な硬口蓋化を生じて【tflを経て【∫　］となり、chで記されている。以下5．10，　Bourciez（1937），　Carton
　　（1974）あるいは神山（1995：152）等を参照。
（11）ヒンディー一語の発音その他の根拠により、サンスクリットの9（あるいはg）は硬口蓋摩擦音団という
　　よりもそれより幾分か調音点の前進した歯茎硬口蓋摩擦音（あるいは前部硬口蓋音）回であった蓋然性
　　が高いと思われる。
（12）原著ではgn6－sco，　gnbu－iと記されているが、形態素の切れ目と長音節を明示し、慣用に従い子音的なu
　　はvと記しておいた。gn6一は直後に出てくるRz擁a一と岡じくIE＊gn6一に遡り、その語根はIE’gefi一である。
　　ここあるいは5．11に記されたもの以外にもHk貧owやcan，　ken，　G・kennenやk6nne賎等、あるいはさらにF
　　connaitre，　lt．　conoscere等もこの議根を含んでいる。
（13）ゲルマン第一次子音推移（グリムの法則）による。5．61参照。
（14）爾春ともIE　’ker－“hom”のゼロ階梯に接尾辞を付した＊kT－n一に起因する。＊ky－n－U一よりLat．　cornaを経て
　　F　corne，　It．　corno等が、＊kx－n－o一よりGmC．“Xllrna一を経て£hom，（｝｝玉orn等がそれぞれ規則的に導かれ
　　る。rの前に挿入された母音hat　O，　Gmc．　uも規則的である。玉5世紀にフランス語より英語に借用された
　　COtnは「魚の目」の意となっている。　E・carrot，　F　caro鍵e等もこの語根に起因する。
（15）k＞hの変化を受けた形態はデンマークの地9，　Himmerlandにも現れている。2．14参照。
（16）LudovicusがLouis　lこ到る過程において母音間のdとcの脱落が生じている。西ロマンス語では一般に母
　　音闘等のp，b，　t，　d，　c，　gはケルト語の緩音化（5．84以下参照）と同様の変化を受けたと考えられ、有声
　　摩擦音〔角｛6］Ix］に転じた。フランス語は原則として【P］を図として保存するが、16】【司は脱落
　　させてしまう。以下の例を比較されたい。hat　sapere，　rngtare，　secUrus＞Sp。，　Pon　saber　I　P］，　mttdar　I61，
　　．seguro｛司；F・savoir，　muer，　sgr，　etc．ただし、重音化等による例外も散毘される。　Posner（風闘・長神訳；
　　1982：70ff．）あるいは神山（1995：168£）等を参照。
（17）単数対格。単数主格はcivitdS。ロマンス語は格を失い、（俗〉ラテン語の対格の形を一般格とする。　F　c三t6
　　（＞E　city）では母音間のtが保たれており、上註に記したような変化を受けていないが、これはIt．　citta
　　と同様に重音化を受けた形に起困すると考えられる。
（18）csrumはcarus（男性）の単数対格。フランス語ではaの前のcは硬口蓋化によって【tflとなり、後に破
　　擦音が一般に閉鎖部を失ったため現代語のような1月となった。本章訳註10参照。
（19）一般的には［ka｝と表記される。私見では｛k5］がより正確であるが、この点にっいては神山（1995：117，
　　124，138）参照。
（20）原著者の言うところのサタムの発達とロマンス語における発達の類似性を生成音韻論的に明示化すれば
　　以下の如くなろう。
　　　サタム語において行われた＊kの硬口蓋化ど；kWの非円唇化は次表のような段階を経て達成されたと考え
　　られる。すなわち、初めに＊kWと＊kの対立が存在しており（1）、サタム語において＊kが何らかの理由で
　　硬口蓋化し（Il）、＊kwの円懸化はこの対立の余剰な要素となって結局失われた（恥。
玉
I
I
I
I
I
語m郎¢aU
k疑
v
v
v
v
Satem語
k
’
雪
K
’
k
W
　
W
累
K
k
°
K
　他方、このような＊kWと＊kの対立はケントゥム語に保持され、ラテン語でも同様であった（IV）が、俗
ラテン語の時代に前舌母音ieの前にあるkが硬口蓋化を起こし（V）、その結果円唇化が余剰となって失
われた（VI）。硬口蓋化した鼠ま方醤によって異なる発達をし、フランス語の祖先においては【ts｝となっ
た。この騰点までaの前ではk“’とkとの対立は守られており、フランス語を除くロマンス諸語の祖先に
おいてはそのままの状態が保たれたが、フランス語の祖先の段階においてaが前舌化を生じて恐らく｛a｝
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あるいは【ee］と発音されるようになり、それに先行するkが新たな硬口蓋化を起こし（畷）たため円辱
化が余剰となって失われた（唖）。この新たに硬口蓋化した藍は【絹となり（IX）、後にフランス語が一般
に破擦音の閉鎖部を失って摩擦音とした（X）。
　　　　　　　　　　　　　　　　i，。の前　　1　　　。の前
　　　　　　　IV圓k・（q。i、），k（、・。Witvai鏑（q。、。d。）、k伽m）
　　　　　　　vσ1L）k・　　・k　　　l　　　　《
　　　　　　　Vl　　　k　　　，k　　　　l　　　　　《
畷（0玉う　k
l
X
X　（王う　　　k（qul）
．ts
《
《
：s（citξ）
bレ
篇
レ
鷹
＿
K
’
レ
眺
k　　　　　：t∫
k　（quanの　　　　：∫　（cher）
　　　枠で囲った部分を焼べれば、サタム語の1～IIIのプロセスは、ロマンス語における1，　eの前のIV～Vl
　　のプロセス、及びaの前のVl～糊のプロセスと同様であることが晃て取れることであろう。
（21）英音は正確には【w畷。米音の表記は［hWit∫］の意味であるが、音韻表記としては目を〃に変えるだけ
　　で充分とは雷え、音声学的にはag－一要素と第二要素は不可分であり、厳密には1騨∫1あるいはIMit∫］と
　　記される。かつて英音は今の米音のごときであったが、爾春を分かっ二百隼ほどの間に［w］と岡すな
　　わち綱とがほぼ舎～し、～般に｛w］が用いられるようになった。アメリカ英語はこの点その他でほぼ
　　二百隼前のイギリス英語の発音をとどめていると醤える。同様のことはまた同じく疑問を表すIE“k“’一に
　　由来するwhat，　whefi，　where，　whether，　w］tither等についても言え、語頭では辱音性が保たれている。た
　　だしrvllo（G　wer）とhow（G　wie）では唇音性が失われた。
（22）これは古期アイルランド語の形である。閉鎖音の前あるいは語末の音節を成すIE　’rgi，梅はアイルラン
　　ド語を代表とするゴイデリック諸語では挿入母音eを、その他では原則としてaを獲得する。アイルラ
　　ンド語では末尾のtが先行するn（〈m）に有声化（轟音化あるいはecllpsisと呼ばれる）され、その後で
　　nが撹落して先行するeが代償延長を受けたと考えられる。hewis－Pedersen（1937：5）等を参照。環代ア
　　イルランド語では新旧どちらの正掌法でもc6adと綴られる。また、発音の部分には原著に抜け落ちてい
　　た狭音化（硬賦蓋化）の記号（」）を補った。
（23）原著ではjnfita一となっているが、原著考の了解を得た上で獅一（〈肥＊gn6－）の過去分詞を記した。
（24）トカラ語という名称はすでに定慧しているものの恐らく適嶺ではない。この点についてはKrause（1971：
　　5ff．），風間（1989：1294f．）等を参照されたい。
（25）通常の転写法に従えばAkant，　B　kante．　tiの音緬は概ね｛e］の類と考えられており、原著者はこの両港を
　　同時に表記したと思われるが、この点についての原著者の意向を伺うのを怠ってしまった。
（26）これはトカラ語Bの形。Aはkus．
（27）発音表記とは言えないので原著の｛】を外した。
（28）これは古期アイルランド語の形である。母音間でdが緩音化（5．84）によって摩擦音となり、最終的に無
　　音化した。現代アイルランド語（新正字法）ではcrofと綴られ、1kri：1と読まれる。　oは発々わたりを記
　　したものだが、その先脊子音が非硬目蓋化子音（広音、スラブ語流に言えば硬音）であることを蓑示し
　　ている。かってはcroidheと綴られ、　dの緩音化が行われたことが明承されていたものの、他方で綴と発
　　音の関係がわかりにくかった。
（29）原著では末尾の子音の硬口蓋化の表示が抜け落ちていたが、この点を訂正した。第王章訳註7に記した方
　　針に従い、かっ各方言の具現が異なるため音韻表記をすると1kalSf：n」／となる。　calleは手持ちの辞譲には記
　　載されていなかったので不確かだが／kalje1と発音されると思われる。
（30）風間（1993；　168f．）にこの点にっいての概説が載せられている。同露によれば、ミタンニ国の王の名であ
　　るTugratta，　Su垂ama，　Artatama，　SaugSatarはインド語で解釈することが可能であり、サンスクリットでそれ
　　ぞれに欄当するのはtve§a－ratha－「はげしく（進む〉戦車をもっ」あるいはdus－raddha－「征服されにくい」、
　　Sli－laraoa－「よく（敵を）破る」あるいはSll－dharapa－fよく支える」、　yta－dhdma（n）一「天則に住まう」、　su－
　　sthatar－「よき御老をもっ」であるとのことである。岡書にはミタンニ国におけるインド人のその他の形
　　跡についても略述されている。参照されたい。
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（31）アケメネス朝ペルシア、特にダレイオス（ダリウス）1世治世下（522－486BC）の領土拡張時代が含意さ
　　れている。特にベヒストゥーン大碑文が有名である。ペルシアはトラキア、マケドニアを征蝦したが、そ
　　の後三回にわたるペルシア戦争においてギリシアに敗北を喫し、漸次勢力を弱め、ついに紀元前330篤に
　　至ってアレクサンドmス大王によリアケメネス朝は滅亡する。
（32）この宗教の第1神アフラ・マズダーにちなんだ呼称が紀されている。教祖の名はザラスシュトラ（Zara－
　　ettgtra）で、そのギリシア名ゾ～ロアストレース（Z6roastrEs）から作られた英名ゾuアスター（Zoroaster）
　　の名で呼ばれるのがわが国では普通である。ドイツ名ツァラトゥス5つもニーチェの「ツァラトゥスト
　　ラはかく語りき1（Also　sprach　Zarathustra）でよく知られている。聖火を護持する儀礼の特質から「拝火
　　教」の名称もしばしば用いられる。7世紀にアラブによってイランが征服されるまでイランの国教であっ
　　たが、後にシーア派イスラム教に取って代わられた。10世紀以降信徒のインドへの移住が行われた結果、
　　現喪ではボンベイを申心にパ～ルシー教の名で存続している。
（33）幾分古い分類法であり、現在ではこのような説明は行われない。
（34）原著蕎にお飼いしたところ、他のブラーフミー系の文字を指すとのご返答を戴いた。北方系に限ってそ
　　のおおよその系譜を示すと下記のごとくである。
㌃フミーτ；翻エツダマートリー モlllll∴モ鑑∵
（35）u，y，1のように該当する子音字の丑三轡かれる場合もある。また、　iの要素は子音字の藍藍置かれる。
（36）伝統的にはcerebral，　caClimina1等と呼ばれ、　m一マ字に転写する際には該当子音の下に点を打っことに
　　なっている。現代の音声学の用語で雷えば本文のようにretrofiex「反り舌音」である。
（37）原著者が示唆するように、この表をそのまま祖語の子音体系に一致するとみなすのは現代では一一Wt的で
　　はない。第IX章に詳しいが、大ざっぱに言って問題点は二点ある。まずは二行目のp”　th　khのごとき無声
　　帯気音の系列を祖語に認めるかどうかであって、この系列の裡語における存撫を支持するのはほぼサン
　　スクリットのみであることから否定的な受けとめかたが支醒的である。次に三～五列のk’：k：kw（伝統的
　　にgutturalsと総称される）の三種の調音点の区別があったか蓋かであり、これについては研究者間で見
　　解が公かれる。やや優勢なのは二種の喉音kk“を設定する立場である。高津（1954：61，66ff．），風間
　　（1978：143ff．），　Mayrhofer（1986：102ff），　Szemerenyi（1990：60ff．）等を参照されたい。
（38）オスマン帝國が弱体化したのを機に、19世紀末からアルメニア独立の機運が高まったが、これを阻辻す
　　べくトルコ内のアルメニア人虐殺・抑圧が数度にわたり様々な名目で行われた。特に多くの死春を鵬し
　　たのは19玉5隼から19年にかけて行われたアルメニア人の南方への強剃移佐であり、これに反対する者は
　　殺害され、移住の聞に息絶えた人々を加えると、その数は少なく冤積もっても数十万人に達する。難を
　　逃れたアルメニア人はトルコ領號出を余儀なくされた。
（39）アルメニア語をイラン語派に属すと考えたのはLorerrz　Diefenbachが最初であるとされる。その後19世紀
　　の70隼代にこれを蕾定してアルメニア語をEP欧語の独立した一っの語派としたのは獄einrlc盤磁bschmann
　　である。Schmitt（神山訳1998）参照。
（40）＜IE惣s－．ギリシア語で音節を成すrは挿入母音aを獲得してarで現れる。ひ重ers－“｛o　dry”（Watkins
　　70f．）；Cf．　E・thurst，　G　D・rst，　Lat・　terra（＜‡t・rs－fi“dry　1・nd”），　Gk・tεrs6「乾かす」，　etc・
（41）子音結合の簡略化によって脱落を起こし、代償延長を経た形t’etamiMも併存する。　Gk．　t6rsomai　F乾く」
　　と岡じ構成であり、むしろこの語が対比に適当かもしれない。以下、アルメニア語として引用されるの
　　はすべて古典アルメニア語の形である。これは恐らく西暦407年にMagt（t）octとも呼ばれたee　Mesropが
　　文字を考案し福音書の翻訳を行ったときに記された言語である。
（爆2）1掛de三一u－“t◎shlne”（Watkins　10）のゼm階se　＊dlu一より。対比に引かれたラテン語形の方が説明が難しい。
　　語根にゼu階梯、接辞に箆常階梯を持つ形は“di－eu－＝’dieu一だが、ここからから構らかの理由で延長階梯
　　となった対格＊dieu－m＞diernから主格di§sが逆成されたとの説もある（Palmerl954：250f．）が、　uの脱落
　　による単なる代償延長ではないかとも疑われる。Szemer6nyi（1990“：141）1こよれば“dieu一が本来の正常
　　階梯の形で、ゼn階梯＊diu一から二次的な母音交替によって“deiu一が生じるとされる。
（43）恐らく再建形としては’dhugH，－ter一が最も有盟である。この語の再建に関する諸問題については神山（1992）
73
アンドレ・マルチネ著rステップから大洋へ一印欧語と「印欧人］一』（その3；第V章）
　　等を参照。アルメニア語形を導くのは難問で、＊dhugHter一のHが母音化せずに先行子音を帯気音化して
　　’dhttghter－、規則的に子音推移と第一音節以外の母音脱落を経験して＊dugt’rまでは来るが、ここからdustr
　　を得るのは困難である。Schmitt（1981：75）に試案があるが説得力に欠く。
（44）Ziegler＆Sontheimer（1979：IV，417）によれば今日ではPalaseと呼ばれているらしく、またSt重er　e重aL
　　（1956：9）でPalaesteが記された位置はケルキラ島よりも北方であるから今ではアルバニア領と思われる
　　が、残念ながら現在の地図には発児できなかった。
（45＞至E　’wo｛k－o－〈＊　V－weik－“clan”（Watkins　75）．　Cf．　OCS　vbsb，　E　vlcl廉y，　etc．
（46）Pokorny　6◎8にはth顔。Laus“が載せられている。岡所及びWatkins　32はIE　’knid－‘‘（egg　oりalouce”を基
　　礎としており、そうなるとアルバニア語やギリシア語のkとRの聞の母音は挿入母音と説明されること
　　になる。
（47）零dek導hOlのゼ窪階梯に接尾辞を付けた双taffl＊－dkrp－ti＞’一（d）9111ti（？）等より導かれるのだろうがE
　　wide，　G　weltにも冤える＊wi－“apart，　in・half’（WatkiRs・78）の＊w￥一への延長化及びk＞gの有声化の説明
　　はむずかしい。Szemer6nyi（1990：238）は概して次のような説明法を記している。①まずは後要素初頭の
　　dが脱落して、前要素末尾の母音、あるいはソナントが代償延長される。②その結果「40，70，901の前
　　要素末尾には成節長ソナントτ藩琢が生じるが、これがラテン語でra　mE　nEとなる際に、新たに後要素
　　初彊となったkがgに有声化される。③’－glllt－〉＊－gemt－〉＊－gent一が「20，30，50，60，80　」の場合にも一
　　般化される。成節の轟音は挿入母音cを得るのがラテン語の常則である。④こうして得られた「20」＊vτ
　　gent￥の第二音節の母音が岡化によってiとなり、これによって得られる一gint一が「20～90」すべてに再度
　　一般化される。特に②の過程が説得的とは言い難い。アルバニア語でもラテン語の場合に類するkの有
　　声化が行われたのであろうが詳細は不明。
（48）Gk　g6mphos，　R　3y6はSkr．　jambhas，　Llth謙a菰bas等と同じくIE　＊gembh－“tooth，　nail”（WatkiRs　19；むし
　　ろ「顯む3か？）のo階梯＊gombh－o一より。　Alb．δempは正常階梯からに屍えるが詳細は不明。　E　comb，　G
　　KammはGmc．’kambjan＜IE　’9・mbh－j－・－mより導かれる（ibld．）。
（49）IE　＊ergh－“to　mount”（Wa£k三ns　17）に起熈するとされる。　o階梯を持つ例えばGk．6rkhis「峯丸3はその球
　　根の形状より「蘭」の意でE　orchid，　G　Orchidee，　F　eychidee，　R　opx瓢的等に借用されている。これをさ
　　らにIE・“er－“to　move，　se室in　mαion”（ibid．）からの派生と考えてよかろう。後者のo階梯はGk．6rn“mi「私
　　は動かす」，Lat．　orior　f　＊Actk｝Clち上げる」、さらにはその環在分詞orient－（＞e．　g．　F　orient）等に見られる。
（50）Gk．　hfiei〈‡s叶et－．語根はIE　＊seue－“to　lake　liquid”（Watkias　58）とされ、ゼロ階梯＊s瞼より＊sU一が導か
　　れる。Nb．9iにっいては不詳。　E　sip，　sup，　soup，　suck，　soak等もこの語根に起函するらしい（ibid．）。　Skr．
　　su－「（ジュースを）搾る」やOHG　sou「ジュース」も比定されている（Gemell　776）。この語根には同音意
　　義のIE＊seuo－“to　give　birth”（Watklns　58）があるとされ、そのゼm階梯からSkr．　sgngs，　Gk．　hul6s，　Goth．
　　sunus，　Lith．　sitn白s，　ocs　syns，　E　son，（｝Sohn等が導かれるが、　f（精液を）注ぎ込む」から「生を与える」
　　の語義が発達することは充分に考えられ、私見では両語根は一致するのではないかと思う。E　sour，　R
　　chlpoPt等はIE・’sUro－“s◎ur，　etc．”（Wa誼kins　67）からとされているが、語義の発達に難はあるものの上記語
　　根に虫来する可能性もあろう。
（51）1．at．　sulcusはIE“selk－“puli”のo階梯より説明される（Watkins　57）。閉音節でoは規則的にuとなる。
　　Alb．　he1’k’は正常階梯に見える。　Gk．　kelk6「私は引く」に正常階梯が、対応の名詞holk6sにo階梯が現
　　れている。
（52）Lat，　serp6はGk．　h6rp6「私は這う」，　Skr．　sarpati「彼は這う」と同じくIE＊seτp－“crawl”（Watklns・58）に
　　起困する。アルバニア語の形はSkr．　sarpas「地を這う；蛇」とともにo階梯に起因するように見えるが不
　　詳。
（53）これはアレクサンドロス大王のマケドニアの言語であり、嘱ユーゴスラビアの構成部分たる現在のマケ
　　ドニア共和国に行われるスラブ語の一つとしてのマケドニア語とは全く異なる。
（54＞本来的にプロシァ（プmイセン）とは現在のグダニスク（ダンツィッヒ）とカリーユングラード（ケー
　　ニヒェスベルク）を含むバル5海沿岸のグダニスク湾周辺地域の地名であり、現荘ではポーランドとn
　　シア連邦飛び地に跨っている。この地は鷺世紀頃からポーランドに支配され、13世紀にはドイツ騎士懸
　　が到来し、ドイツ騎士団領、次いでプロイセン公困となってドイツ化が押し進められた。その結果、こ
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　　の地に行われたバルト語である古プロシア語は17世紀末に消滅の憂き目にあった。僅かに残されたこの
　　言語の資料の中で恐らく最も重要なのがここに記されたKatechismUSであって、ルター作のドイッ語原文
　　が左ページに、その翻訳が右ページに記されるパラレルテキストの形式を取る。計三種があり、芥上
　　（1980）に倣って隼代の古い順にそれぞれ1、II、　IIIと呼ぶことにすると、1とIIは窒545年に、　IIIは1561
　　隼にケーニヒェスベルクで刊行されている。Enchiridionとも呼ばれるIllは最も大部であり、ドイツ人牧
　　師Abel　Wil藍がPaul　Mego重tという名の通訳の協力を得て作成したものであるが、Will自身の古プロシァ語
　　の知識は頼りないものであったらしい。これ以外の重要な資料に1400年頃のDas　Elbinger　deutsch－preussische
　　Vokabular及び1517－26年頃のDas　preussische　Vokabular　des　Simon　GruRauの二つの語彙集がある。
（55）Pokomy223は＊釦帥ほ一「舌」と、二次的な‡dl，9hua一を立ててバルト、スラブのみならずイタリック、ゲ
　　ルマン、ケルト等の形を～気に処理しようとしている。すなわち、前者より語頭音の號落した鯨勧U一よ
　　りOPruss．　insuw－is，　PS　＊inzU－ko－＞CS　＊j－¢zy　kts＞Rjazyk，　etc．が、またゲルマン語では子音推移とn語
　　幹化を経たGrnc．＊tung6－n一よりGoth．　tugg6，0XG　zunga，　G　Zunge，　E　tengue，　etc．が、さらに後者の形よ
　　りLat．　lingua（＜’diRgua），　F　langue，　etc．；Olf．　tenge，　Ir．　teaBga，　etc．が説明されることになる。梅の添
　　頭母音が各語派で異なるのを含めて、発達は期待通りで、非常に魅力的な説明法だが、バルト・スラブ
　　での語頭のdの脱落が不可解である。リトアニア語のlie加vls活」が本来＊dieZ心visであって、　lie2ti「な
　　める」の影響で語頭音が置き代わったとすると、dの脱落はバルト・スラブ共通の局地的現象とみなせな
　　くなり、いっそう不可解の感が深まる。6emyxI1468はCS　’jezyksを’v－ez－atiのヤz－「結ぶ」から説明し、
　　OPruss．の形とは偶然の一致としているが、これでは何の問題解決にもならない。
（56）再建の問題については4．9ff．及びIV章訳註董9～23を参照。
（57）一般の二重母音ではなく、覚較文法で書うdiphthongoid（二重母音的結合、疑似二璽母音）、すなわち母
　　音とソナント（iurlmn）の結合を指す。
（58）時｛：　intonationsとも呼ばれるが、文音調と誤解される恐れが多分にあり好ましくない。
（59）以下に登場するacuteは印欧複語の本来的長母音あるいは音節主音的長ソナント（すなわち喉音理論によ
　　ればV母音率駒あるいは「ソナント＋HJ）に、　clrcumfiexは二重母音あるいは二次的に生じた長音節
　　にそれぞれ生じる。この事実を明らかにしたのは「一般書語学講義］であまりにも名高いFerdinafid　de
　　Saussureである。
（60）〈IE　“9R6－：X　＊gen－．5．11及び本章訳識14参照。
（61）（一）ばかりでなく（＾）やぐ）も周じくcirCtimfiexと呼ばれ、フランス議では普通その二番目の符号が用い
　　られるが、リトアニア語ではギリシア語と岡様に～番目の符号が常用される。
（62）（PS＊ei－tei＞）OCS・iti〈R　itmM）と同じく、IE　9　＊ei－“薯o　go”（Watkins16）に不定形を作る接辞一ti（＜＊－tei）
　　を麓えて作られている。同じく正常階梯に起困する形としてLat．　e6（〈’ei－6）“l　go”，　Gk．　ei－mi，　Skr．6ti
　　（＜＊ei－ti）“（he）goes”等がある。ゼu階梯に接尾辞を加えてLat．　i－ter　r旅」、（＊i－dh－＞PS＊id6－N＞CS
　　＊j－bdg＞）OCS　idQ（R　HAy）‘‘蓋go”等が派生する。
（63）この現象は言語の別を問わず頻繁に生じ、代償延長（c◎mpensatory　lengthening，　Ersatzdehnung，　alloRgement
　　compensatoire，3aMeHMTenbHoe　YpmMHeHHe）と呼ばれる。ここではいわゆるラリンガルH、すなわちFerdinand
　　de　Saussureの言うcoefficients　sonantiquesの脱落が會意されている。　Hの脱落によってその先行母音は印
　　欧祖語の長母音となりバルト・スラブ語でaCttte音調を獲得する。
（64）今のフランス語では長短の区甥はなく、aが［a］であるのに、かって長音であったaは｛alと発音され
　　ることにこの現象の痕跡が残されている。pasのように綴の上では脱落が生じていなくとも、実際は末尾
　　の｛s｝が號落していて、結果的にaがaと同じようにialと発音されるようなケースもある。ただし、今
　　のパリを中心としたフランス語では［a］一｛a］の差異は失われつっある。Carton（1974），滝沢（1981）等、
　　あるいは神由（1995：116，117）参照。
（65）ただしスラブ語のデータはこれと矛盾する。すなわちリトアニア語の場合と逆にacuteは上昇的、circumfiex
　　は下降的であったと考えられている。
（66）訳語はロワイヤル仏測中辞典による。一般的な用語で言えば逆行同化（assimllation　r6gressive）の一種と言
　　えよう。
（67）IE　“kllltomヂ薫1から期待されるスラブ語の形はPS　’siNla（＊suNta）〉（0）CS＊se｛o（“sgto）である。実
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　　際にはこの語では期待される’ili！rp＞CSヤ（Q）の代わりにOCS　bが現れ、例えばロシア語のste（OR
　　saste）となっている。そのためこの語が借用語ではないかとも考えられ、原著春はこの説を販っている。
　　ただし、この借用説に反対の立場を取る研究者も多々いる。例えばMeillet（1934：63）を参照、されたい。
（68）Rxne6，，　OCS　chlebb　agがゲルマン語からの借絹語であることはまず問違いないが、それがゴート語から
　　かどうかが問題である。貸し主としてGoth．　hlaifs，属hla至βisを想定すると、語幹末の【P］〈あるいは円）
　　が〔b】として受け入れられると考えねばならない点に少々無理があろう。Rrop曙等（〈CS　’goτds＞につ
　　いては、これを印欧祖語起源と冤る説とゲルマン語借用説の二説があるが、訳識者は原著春と同じく後
　　者に傾いており、その場合には貸し主がGoth．　garδsである可能性は大である。｛6｝はスラブ語にldlで
　　受け入れられるのが常だからである。これらについて詳しくは稿を改めたい。
（69）例えばnシア語の接頭辞vy一は完了体を構成するときには常にアクセントを有する。逆に不完了体を構成
　　するときにはvygljadeti（G・aussehenより翻訳借用〉一語を例外として常にアクセントを持たない。この事
　　情はロシア語の他の接頭辞と比べて、確かに非常に特殊である。
（7◎）これがスラブ議が長短の対立を持っていた時代（PS）に借絹されたのならば、開音節化によって宋庵の子
　　音が號落して＊ift＞憾、語頭で添加音vを得て“vU、長短の対立を失って（CS）＊vyとなるのが予想される
　　から、借用の想、定に全く無理はない。ただしotとuにっいては要調査。
（71）原著には前提知識のないフランス人読者のために、hier　f昨醸」と岡じように読む旨の注意書きがある。
（72）原著では無音のeが’と記されているが、フランス語をよく知らない読者の便のため正審法に従って記
　　し、無音でないeには下線を付した。
（73）一般的にはGrammontによる「三子音の法則」（fegle　des　trois　consonnes）が知られている。これは、さも
　　なければ3っあるいはそれ以上の子音が連続してしまうような場合にeが【alと発音され、それ以外の
　　場合にはeは発音されないとするものである。
（74）スラブ語には＊pgter一の反映はない。ここに記された語は本来的に幼兜語と想像される＊atto－（WatklBS　4），
　　’ato－（Pok　71）に起因する。風間（1984）参照。また、スラブ語以煎の形は＊at⑦一ik－O一と想像されるが、
　　スラブ語の時代にはaとoの区別は行われず、aを用いて表記するのが～般的となっているため、寧a：勲一
　　と表記することもできる。
（75）＊iに続く＊kがcIts］となる現象は高名なBaudouin　de　Courtenayによって初めて掲摘され、普通には第三
　　（硬）口蓋化と呼ばれている。その出現の厳密な条件と梱対年代を特定するのは困難を極める。
（76）IE　＊kreuo－“raw・fiesh”（Watkins・32）が再建される。　Gk．　kfξ（w）as「肉」，　Skr．　kravfs「生肉」また、　E　raw，
　　Groh等も参照。
（77）IE＊or－“large　bird”（Watkins　46）、あるいは＊er－，＊or－（P◎korny　325f．）が再建される。様々な接尾辞が加
　　わって、Gk．6rnis（〈＊or－n一了th－）は鳥一般を、　Goth．　ara，駐eme，　G　Aaf，　Lith．　erells等はOCS　erb｝asと同じく
　　鷹1を表す。
（78）IPAに準じた表記法を採れば＊ar4el“eあるいは寒aねねとなる。
（79＞古英語の通常の形はmilc，　meol（o）c．
（8⑪）初頭のhe一の部分はっまびらかでない。一説に＊hem－kat6n（〈＊sem一如t6！n“ORe　hundred”）からmの部分
　　が脱落したのではないかと考えられている。
（81）　IPAでは【。1は無声化の意味だが、原著春は音節主音的｛、】の意味で用いている。幻は当然ながら錨茎
　　顧動音のことではなく口蓋垂摩擦音図のこと。Grammontの三子音の法則に従った発音だとldaPlfeske
　　mdiz］。無声の｛p】が隣接するため国はしばしば無声化する。
（82）挿入母音（anaptyxls）と呼ばれる現象である。現代諸語の例については神山（1995：2◎6f．）を参照。
（83）5．12及び訳註25参照。
（84）＊vel6（Cf．　inf．　velle）＞Lat，　vol6「私は欲する」，＊seluδ＞solvδ「私は解く」等にも見られるように、1の
　　前にあるeがoに転じることがあり、この場合の1には普通後香母音が後続し、したがって1が讐軟口蓋
　　化した【｝】であったとみなされる（Palmer　1954：215）。だが、本文に挙げられた例語はこの音声環境にな
　　い。特にギリシア語からei一ではじまる語をラテン語が借用した場合には、その後続する音の如何に関わ
　　らずol一が現れることが多く、子音が後続すれば規則的にさらにul一となる。この変化の音声学的意味付け
　　は難問である。
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（85）原著では誤植によってAstyanaxと記されている。
（86）肥細en－“to　desiぎe，　strive　for”（Watkins　76，　Pokorny　ll46f．）のゼロ階梯＊脚一に由来すると思われる。母音
　　が続けば梅は規則的にanとなる。　Gemoll　57も。vgL　ai．卜Sk環van　bemeistern，　an．　X・taltRordisch，　ON？i
　　vilMa　arbeiten，　nhd．　K＝G］gewinnerz‘cと記していることからそのような見解を取っているらしいがその例
　　はいずれも正常階梯に見える。
（87）より正確にいえば、当時のギリシア語では声門閉鎖音が弁溺的な音素ではなかったということである。生
　　理的に言って恐らくすべての言語においてそうであるように、古代のギリシア語でも声門閉鎖音は存在
　　していたと考えられる。
（88）文字の名称としてはwauとも、あるいはガンマ（r）を縦に二つ重ねたようにも見えるのでdigamma（二
　　つのガンマ）とも呼ばれる。図の音は古典ギリシア語ではすべての位置で脱落してしまったため、普通
　　にはこの文字は用いられない。
（89）IE　」＊leikw－“to　leave”〈Watkins　36）より＊leikw－6＞Gk　lefp6だが、ラテン語の現在形はゼロ階梯の語根に
　　鼻音接中辞（nasal・infix）を加えて’li－n－kW－6＞lingu6、完了形はゼu階梯の語根から二次的な廷長（vyddhi）
　　を伴って判籏“τ＞1￥quiとなっている。　E　lend，　loan，　eleven，　twelveも同じ語根を含んでいる。
（go）IE・’k”i－sに由来する。
（91）ギリシア語において、例えば’kWはieの前ではtに、ao及び子音の前ではpに、uの前ではkに転じて
　　いる。
（92）Gk．　bo壼一s，　Skr．　go－，　gau－h，　OCS　gov一曾d－o（Cf．　RroBsAmla　「牛肉」），　Gmc．壕6uz＞臓Uz（＞Ecow，　G
　　Kuh），　etc．と同じくIE　“g“Oll一に遡る。　IE　＊g“’のラテン語における正則的な対応音はv【wlである。　Palmer
　　（1954：37，227）参照。ラテン語のパラダイムが不均一な点にっいては同藝｝251を参照。
（93罫勝bhはイタリック語派ではfで親れるのが普通だが、ラテン語は母音間でfより以前の段階でこれを有
　　声化しbとした。Palraer（1954：37，226）参照。恐らく‡bhはイタリック語で無声化して＊pk、さらに摩
　　擦音化して＊幽よりfとなったと思われる。無、声化する過程はギリシア語と共通である。ラテン語は’pb
　　あるいは＊綱の段階で母音にはさまれたとき有声化を生じてbを得たと考えられる。有声音間での有声
　　化については例えば神山（1995：144ff．）参照。
（94）レト・ロマンス語はロマンシュ、ドロミテ、フリウリの三言語の総称である。ここでは特にロマンシュ
　　語を指すと思われる。
（95）主格はco・r．’cordから末尾の子音が號落している。
（96）主格はそれぞれodofis，　d§ns．前者は0階梯の＊odont－Sより、後巻は“dent－Sより語幹末の子音の税落が行
　　われ、それに伴って先行母音の代償延長が行われている。この語聡＊de酔は本来的にIB　＊ed－（〈＊Hiedう
　　噛む、食べる」の分詞と考えられ、「蜘のギリシア語形で語頭に現れる母音oは唄、が母音化したもの
　　とみなされる。＊猛は母音化すると普通eとなるから、oの響きを持っ＊H，を予想するほうがよいのかもし
　　れない。この点は難問である。Lindemann（1982）等を参照。
（97）55及び訳註12を参照されたい。
（98）原著には1ag玉otte「声門」が記されているが、定嚢上声門とは声帯が振動していない状態を表すので訳で
　　は「声帯」とした。神山（1995：28）参照。
（99）これは気音（aspiratlon）のことであり、これに要する時聞をVOT（voice・onset・time）と1乎んでいる。
（100）原著巻は左右逆になったifの記号を用いるがフォントの関係でIPAを記す。
（IOI）古典期の帯気音　ph　th　khは摩擦音【q　Ie】【x】に転じている。5．46参照。
（102）IPAではそれぞれ［Pδuxw］と記される。簡易的な記号Ibdg燭も用いられることがある。
（103）－redの部分はGmc．＊ra6amに遡り徽jを意味すると考えられている。後者はGreden，　Ratにも晃える
　　＊rδ一のゼm階梯’ra一を禽んでいるが、これが＊ar（e）一“to　fit　tegether”（Watklns　3）と一致するかどうかはよ
　　くわからない。
（104＞原著では誤植によ駆rεveとなっているが原著者の了解を得て訂正した。
（105）原著ではその意味を《c616bre》「名高い」としているが、原著者の了解を得て《c61ebrite》に訂正した。
（106）例えば英仏語のhostlleに見られるように、近代にラテン語のhGstisは主として「敵」の意で借照されて
　　いる点に注意を喚起している。
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（107）Asgardに住むとされる北欧省代の神々。英名はpluralia　tantumのAesir　（あるいはAsaf）．これは古ノルド
　　語からの借用語で、原語での単数形はEss“god”．以下に記されているように、後春はOE　6sやGoth．　ans
　　とともに＊ansazに遡ると考えられる。これはさらにアヴェスタの最高神Ahura　mazdEの前要素と比定さ
　　れ、これが＊rPSU－ro一と再建され得ることから、印欧祖語の＊onSU一あるいは＊anSU一が本来の形であったと考
　　えられ得る。Pokorny　48，　Watkins・3は＊afisu一を採用している。ゲルマン語は本来的なu一語幹をo一語幹と
　　してしまったと考えられる。
（108）一般に摩擦音の前にある鼻子音は目腔内での閉鎖を失い、鼻母音となりやすい。国語学で擦音とも呼ば
　　れるff本語の「ン」も同様の現象を生じており、例えばfフランス」や「デンシャ」の下線部はそれぞ
　　れ鼻母音斑［i］として案現されている。ボーランド語のいわゆる畷母音」aeも摩擦音の前の位置で
　　は真の舞母音として発音される。詳しくは神由（1995：138f．，222f．）参照。他方、摩擦音に先行する郵子
　　音の調音を頑なに保持すれば、例えば英語のtenseがtentsと岡一の発音となることに見られるように、鼻
　　子音と摩擦音の間に録子音と同じ調音点を持つ閉鎖音が挿入される。詳しくは神山（1995：209ff．）を参
　　照のこと。
（109）硬目蓋閉鎖音、すなわちIPAではlc】のことと思われる。
（110）原著には《vendre》「売る」が記されているが原著者の了解を得た上で訂正した。
（111）初版のarienneを採った。原著者によれば第二版に記されたaerienneは単なる誤植だとのことである。
（112）IE　＊del一あるいはGmc．　’tallaRの段階から「語る」と徽える1の爾義を備えていたらしい。英語のtell
　　も古くは「数える」の意味をも持っていた。原著に引かれるzahlen「支払う」は古高ドイツ語時代に作ら
　　れた語であり、ドイツ語の例としてはzahteR「数える」がより適当である。吉い「語る」の語義はこれに
　　接頭酵を加えたerztihlen「物語る」に限局されている。
（113）ゲルマン語より借用。普通の「歯」の意味ではLat．　densの対格dentemに由来する由緒正しいdenteが
　　用いられる。
（114）「高地ドイツ語」Hochdoeutschはまた文語の意味でも用いられる。「低地ドイツ言吾」Niederdeutschは純粋
　　に方醤学上の用語だが、ほぼ岡義のPlattdeutschは文体的に低俗な民衆語のようなニュアンスでも用いら
　　れる。
（115）周知のことだが、ベルギー領内の同書語はフラマン語と呼ばれるのが慣用となっている。
（116）当時ラテン語起源のhはすでに全くの無音であり、このとき採用されたbは当初は麿音であったはずだ
　　が、後にやはり無音となった。ただし、この経緯によってリエゾンやエリジオンに関する扱いが異なっ
　　ており、周知のように現代フランス語の用語では前者は無音のh、後者は有音のhと呼ばれている。
（li7）トゥールーズ南方の都市名。
（ll8）Hautevilleという趣名はフランス最北部に近いカレ近郊にもあるが、ここで禽意されているのはリヨンと
　　ジュネーヴの申問にあるHauteville－LOmpnesと思われる。ここでhが綴られているのは北部方言の影響と
　　いうことになろう。
（119）フランス語ではaの前のc【k］は硬口蓋化によってch　ltf］を経て｛月となり、au＞／0／、母音間のs［s】
　　〉｛z］、語末のaはeとなるから、Lat．　causaはフランス語で非常に規則的にchoseとなる。これらの現
　　象の詳細については神霞（1995：145，152，162）参照。他方、後代にラテン語から再度　causaが借用されて
　　causeとなり、爾者が併馬されるようになった。現在では意味の分化が行われている。
（120）母音に先行する成節の流音は何れの語派においても「短母音（iua）－i－　W，音」として現れるが、子音に先
　　行する場合にはケルト語は他語派と異なり「流音＋i」の反映を持つ。短wis－Pederse轟（1937；4ff．），高津
　　（1954：89ff．）等を参照。音簿学的に言えば、発音を容易にするための挿入母音（anaptyxis）が生じている
　　と考えられる。挿入母音は発芽母音（独SproBvokal）や寄生母音（仏voyelle　parasite）等とも呼ばれること
　　がある。この点については神由（1995：205ff．〉参照。
（121＞＊kamb－c－rit－e一と分析され、前要素は「臨がった3（krumm＞の意とされる（Stekes－BezzeRbergey（1979二78））。
　　Cf．　Ir．　cam「曲がった］（以前はcammと需かれた；∵＊mb＞Ir．　mm；Cf．　Lewis－Pedersen（1937：39f．），
　　Rlaltas　na　hBireann（1986：292））．　Gk．　skamb6s“bandy－legged”（Lewis－Pedersen　40）との関連から、その語
　　根にはIE　’（s）kamb－“to・curve，　bend”〈Watkins　58，　Pokerny　918）が立てられている。恐らくケルト語から
　　ラテン語に借用されて（張amb－y－〉）cambi6「取り替える」が生じ、そこからさらに（0＞F　changerを経て
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　　E　cliangeが生じたとされる。
（122）原著には’perkusと記されているが原著者に問い合わせたところ誤植だとのことである。IE　’perkWus“oak”
　　（Watkins　50，　P櫨omy　822）．　E　fir　r縦」やG・F6hre「赤松」等もここに由来する。
（123）肥＊pはケルト語において両辱摩擦音【φ｝、次いで概ね声道摩擦音【h】の段階を経て無音となった。Lewis－
　　Pedersen（1937：26f．）．日本語のハ行子音の変遷（Ip］〉幽＞lhl，　etc．）やカスティリア語における円
　　〉［hj＞ゼロの過程を想起させる変化である。
（124）IE　＊gWou－．訳譲92を参照されたい。
（玉25）1948年に綴りの改新が行われceathairと綴られるようになった。標準となりっっある発音は｛kiahaf］で
　　ある。
（126）例えば、Epo－sognatus（原義‘‘well－accustomed　to　horses”）、　Epona（原義‘‘horse－goddes”）．　Cf．　Lewis－Pedersen
　　（1937：3）．
（127）現在の綴りはeachで、｛αx］あるいはむしろ【oxlと発音される。
（128）これはいわゆる島峻ケルト語内の分類であり、以下にも記されるように大陸ケルト語の中ではケル5・
　　イベリア語もQケルト語に属す。
（129）＊（s）teg－“to　cover”（Watkins・65，　Pokomy餅3）．　s－mobileと呼ばれるsが添頭されることもあり、例えば
　　「私は覆う」はGk．　st696、　Lat．　teg6である。　Cf．　eRtdecken．3．11のsuper－　一一　uper－、及びlll章訳註董も参照
　　のこと。
（130）ギリシア語では軟口蓋音の前のγは翻と発音される。また、これらの形態のうちsph6ggosはアッティ
　　カ形、spoggl飢ま新たな形とされ（Gemo11684）、一般的なのはsp6gg◎sである。
（131＞原著では’gh”ombho－、＊g㌔n段bhaとなっているが原著潜の了解を得た上で訂正した。
（132）Rry6aは主として「agJあるいは「きくらげ」の意味であり、「海綿」を表すのはその指小形のry6Kaで
　　あるため、原著春のこの部分の記述は正確ではない。OCS　ggbaは「海綿Jの意味のみで用いられたが、
　　Cz．　houba、　Bg．　rs6a、　OR　ry6a等の語義から推察すれば、この議は本来的にギ海綿」と「きのこ」の意
　　味を持っていたと考えられる。R　ry6aが例外的な「働の語義を獲得したのは16世紀以降のことらしい。
　　ごemyx（1993：1，225）．したがって＊g％mgwh＜）一が元々ヂ辱」の意味をも持っていたとする点に関して原
　　著者の晃解はかなり疑わしいと言わざるを得ない。
（133）現代アイルランド語ではc白ig【ku：gj｝．
（134）IE’penkWeより語頭の唇音が第二音節の唇軟口蓋音に同化した＊k“enkWeを経てラテン語とアイルランド
　　語の形に到達する。その逆に、第二音節初頭の唇軟［コ蓋音を語頭の唇音に同化した‡penpe＞＊pempeより
　　Gmc．＊fimf、さらにEflve，　G　ftinfが作られている。
（135）訳議16を参照されたい。
（136）Kξmmenon（Gemoll・431）が通常の形だが、　mが～つの形を想定しないことにはここからCevennesのvは
　　得られない。
（137）周知のようにこれが英語に借用されてusquebaugh、　whiskybaeを経て末尾を賂したwhisk（e）yに至ってい
　　る。uisgeは新正字法ではuisceと綴られる。　Rialtas・na・hEireann（i986）によればその発音は｛f餌elだが、
　　Dlllon（1961）及び土居敏雄先生から戴いた付属の録音によればlf∫朗あるいはむしろ【fgglilのような発
　　音もある。
（138）IPAに従い、アクセント位置を明示すれば轡6hg】．硬口蓋化子音（狭音）に後続するときの／a！は前舌化
　　されltyaha］や【b鹿halのように聞こえる。
（139）原著には誤植があり【e　biahe】となっている。
（140）最も生産的な幹母音一e！o一を持つ臨用の単数属格の語尾は一般には一〇sy◎あるいは一〇soであるが、イタリッ
　　ク語派とケルト語派には起源不明の一丁が用いられる。例えばdominus「主人」の属格はdominiである。
　　Palmer（1954：243），高津（1954：230）参照。
（141）このように母音問で子音が弱化することによって生じる緩音化は塾eathaのように問題の子音にhを加え
　　て表示されるので「帯気音化」（aspiration）のように呼ばれることもある。またbhは音素表記では1v1と記
　　されるのが慣罵だが、その発音は原著蕎の記すような【vlよりもむしろ【角や【w］が普通らしい。
（142）下線は訳者による。分かたずにpaterfamiliEsとも綴られる。第一変化とも呼ばれるa一語幹名詞の単数属
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　　格の本来の語尾は廊であり、この慣用的表現に古形が残った。古典ラテン語の時代にはこの本来の語尾
　　は、o一語幹の一丁（訳註董40参照）の類推から、－El＞－aeに置き換えられた。高津（1954：224f．），　Palmer　（1954：
　　241）参照。
（143）一般には＊－omあるいは＊－6mが再建される。
（144）綴りの上ではmb一と書かれる。この現象は鼻音化（nasalization）あるいはeclipsisと呼ばれる。
（145）土居（1988a）に日本藷での簡便な解説があるので参照、されたい。
（146）FerdinaRd　de　Salissureによって想定され、後にラリンガルと呼ばれることになった一一連の音が含意されて
　　いる。9．3eff．を参照されたい。
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